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リオで羽ばたけ！
樋口政幸選手
リオ・パラ大会樋口政幸選手壮行会（８月６日）
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９月は防災月間 災害に強いまちへ

市総合防災訓練
日時 ９月４日（日）午前７時～ 11 時 30 分ころ ( 雨天決行 )

場所 市営県民豊科運動広場一帯（豊科南穂高）

災
害
時
に
自
分
の
身
を
守
る
た

め
、｢

ど
こ
で
も｣

｢

誰
で
も｣

｢

気

軽
に｣

参
加
で
き
る
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ

ト
訓
練
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

●
日
時　

9
月
4
日（
日
）午
前
7
時

●
内
容　

下
記
の
情
報
配
信
手
段
か

ら
訓
練
情
報
を
市
内
全
域
に
発
信

し
ま
す
。
そ
の
際
、
3
つ
の
安
全

行
動
を
約
１
分
間
各
自
で
行
っ
て

く
だ
さ
い
。
あ
わ
せ
て
各
家
庭
で

防
災
対
策
の
再
点
検
を
し
ま
し
ょ

う
。

●
申
し
込
み　

事
前
登
録
制
で
す
。

詳
細
は
7
月
20
日
発
行
の
広
報
あ

づ
み
の
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま

た
は
危
機
管
理
課
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

●
訓
練
概
要

地
震
に
よ
る
災
害
を
想
定
し
て
、

市
内
の
自
主
防
災
組
織
代
表
者
に
よ

る
実
践
的
な
訓
練
と
防
災
関
係
機
関

相
互
の
協
力
体
制
を
確
認
し
ま
す
。

●
訓
練
見
学
・
体
験
コ
ー
ナ
ー

当
日
は
、
訓
練
を
見
学
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
体
験
コ
ー
ナ

ー
な
ど
を
設
置
し
ま
す
の
で
お
出
掛

け
く
だ
さ
い
。

①
体
験
コ
ー
ナ
ー

子
ど
も
用
消
防
服
の
試
着
が
で
き

る
放
水
体
験
コ
ー
ナ
ー

②
消
防
・
警
察
・
自
衛
隊
等
の
特
殊

車
両
展
示

③
災
害
派
遣
時
の
パ
ネ
ル
展
示

④
非
常
食
の
試
食
コ
ー
ナ
ー

●
交
通
規
制
・
駐
車
場

当
日
は
市
営
県
民
豊
科
運
動
広
場

周
辺
に
お
い
て
一
部
交
通
規
制
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
訓
練
会
場
周
辺
の

駐
車
場
は
台
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す

の
で
現
場
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ

い
。

豪
雨
・
土
砂
災
害
か
ら
生
き
残
る
に
は

防
災
講
演
会
（
市
主
催
）
が
7
月
9 

日
、穂
高
会
館
講
堂
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
信
州
大
学
農
学
部
教
授
で
信

州
大
学
地
域
防
災
減
災
セ
ン
タ
ー
副
所

長
の
平
松
晋
也
さ
ん
が
「
豪
雨
災
害
、

土
砂
災
害
を
回
避
し
、
生
き
残
る
た
め

の
方
法
」
と
題
し
講
演
し
ま
し
た
。

平
松
さ
ん
は
、
市
の
防
災
マ
ッ
プ
や

動
画
な
ど
を
使
い
土
石
流
や
地
滑
り
の

仕
組
み
な
ど
に
つ
い
て
解
説
。
安
曇
野

市
を
は
じ
め
県
内
は
土
砂
災
害
が
発
生

し
や
す
い
地
形
で
、
災
害
か
ら
身
を
守

る
た
め
に
は
、防
災
マ
ッ
プ
を
活
用
し
、

危
険
箇
所
を
確
認
す
る
こ
と
が
大
切
だ

と
話
し
ま
し
た
。
併
せ
て
日
ご
ろ
か
ら

自
宅
周
辺
の
地
形
を
観
察
し
、
災
害
の

予
兆
を
察
知
す
る
感
覚
を
養
い
「
異
変

を
感
じ
た
ら
早
め
に
避
難
す
る
こ
と
が

重
要
だ
」と
会
場
に
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

ま
た
、
避
難
に
あ
た
っ
て
は
「
身
近

な
地
域
や
各
家
庭
の
実
情
に
合
わ
せ
た

防
災
マ
ッ
プ
を
作
成
し
ま
し
ょ
う
」
と

ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
し
た
。

会
場
で
は
、
自
主
防
災
組
織
や
消
防

団
関
係
者
な
ど
約
２
５
０
人
が
熱
心
に

聴
講
し
て
い
ま
し
た
。

防災月間に合わせて、災害に強い安全・安心なまちづくりに向け、市総合防災
訓練を行います。各家庭や地域でも訓練で自分の命は自分で守る ｢自助｣、地域
で協力して助け合う ｢共助｣ の力を高めましょう。
問危機管理課危機管理担当（471・2119　672・6739）

地
震
災
害
を
想
定

災
害
時
の
実
践
的
な
訓
練
と

相
互
協
力
体
制
を
確
認

地
震
災
害
を
想
定

災
害
時
の
実
践
的
な
訓
練
と

相
互
協
力
体
制
を
確
認

防　災
講演会

リオ 2016
パラリンピック競技大会

車イス陸上競技

樋
ひ ぐ ち

口政
ま さ ゆ き

幸選手
（豊科）

応 援
しよう！

市内豊科在住で車イス陸上競技の国
内第一人者、樋口政幸選手が、ブラ
ジル・リオデジャネイロで開催する
2016 リオ・パラリンピック日本代表
として出場が決まり、出発前の 7 月 6
日、宮澤市長を表敬訪問しました。宮
澤市長は「練習の成果を十二分に発揮
してほしい」と激励しました。

また、8 月 6 日には穂高納涼祭会場
で壮行会が行われました。会場では大
会での活躍を願い、市民の皆さんの応
援メッセージ記した日章旗が樋口選手
に手渡されました。4 年前のロンドン
大会出場以降、トラック競技に専念し、
トレーニングを重ねてきた樋口選手は

「勝敗はコンマ数秒の世界。安曇野市
の代表としてメダルに絡むようがんば
りたい」と意気込みを話しました。樋
口選手は、800 メートル、1,500 メー
トル、5,000 メートルの 3 種目に出場
予定で、同種目での日本人選手大会初
メダル獲得を目指します。

壮行会の様子

デジタル同報系防災行政無
線の屋外スピーカーからサ
イレンと訓練放送が最大音
量で流れますのでご理解と
ご協力をお願いします。

■３つの安全行動

講師の平松さん

①その場でしゃ
がみ、姿勢を
低くします

②机の下などに
潜り、頭を守
ります

③揺れが収まる
まで待ちます

デジタル同報系
防災行政無線

屋外スピーカーよりサイレン及び最大音量で放
送します。

市メール配信
サービス 事前登録者にメール配信します。

あづみ野エフエム 事前にエフエムラジオの電源を入れ 76.1MHz 
に合わせてください。

あづみ野テレビ 契約者宅テレビにＬアラート（帯状の字幕）に
より流します。

市公式ツイッター 安曇野市ホームページ上のツイッターに掲載し
ます。

■情報配信手段
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市政トピックス 市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

■
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
活
用
　
住
民
票
な
ど
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
開
始

■
穂
高
支
所
が
完
成
　
4
支
所
の
整
備
事
業
が
完
了

■
教
育
現
場
と
の
連
携
強
化
　「
よ
う
こ
そ
市
長
さ
ん
」
が
ス
タ
ー
ト

住
民
票
な
ど
各
種
証
明
書
の
コ
ン

ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
が
始
ま
り
、
オ

ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
を
7
月
7

日
、
豊
科
の
セ
ブ
ン
‐
イ
レ
ブ
ン
豊

科
合
同
庁
舎
前
店
で
行
い
ま
し
た
。

セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

の
後
、店
内
の
「
マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
」

を
宮
澤
市
長
が
実
際
に
操
作
し
、
住

民
票
の
写
し
を
取
得
し
ま
し
た
。

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
は
、
マ
イ
ナ

穂
高
支
所
の
新
築
工
事
が
完
了

し
、
し
ゅ
ん
工
式
が
7
月
27
日
、
現

地
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
式
典
に
は
、

市
や
市
議
会
、
区
長
な
ど
関
係
者
約

70
人
が
出
席
。
宮
澤
市
長
は
あ
い
さ

つ
で
「
活
気
に
満
ち
た
魅
力
的
な
ま

ち
づ
く
り
を
担
う
市
民
活
動
の
拠

点
、
交
流
の
場
と
な
る
こ
と
を
期
待

し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

旧
穂
高
支
所
は
、
昭
和
47
年
に
完

成
し
、旧
穂
高
町
役
場
庁
舎
と
し
て
、

宮
澤
市
長
が
市
内
各
小
中
学
校
を

訪
問
し
、
児
童
・
生
徒
と
交
流
す
る

「
よ
う
こ
そ
市
長
さ
ん
」
の
初
回
が

7
月
21
日
、
穂
高
北
小
学
校
（
中
村

真
市
校
長
・
児
童
数
７
１
８
人
）
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、
宮
澤

市
長
が
各
ク
ラ
ス
の
授
業
を
見
学
し

た
り
、
児
童
と
一
緒
に
給
食
を
食
べ

た
り
し
た
後
、
総
合
的
な
学
習
で
市

の
こ
と
を
学
ん
だ
6
年
生
と
、
市
の

良
い
と
こ
ろ
や
将
来
の
ま
ち
づ
く
り

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得
が
必
要
で
、

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
4
社
の
全

国
各
店
舗
に
設
置
す
る
「
マ
ル
チ
コ

ピ
ー
機
」
か
ら
住
民
票
の
写
し
や
印

鑑
証
明
の
ほ
か
戸
籍
謄
抄
本
、
戸
籍

の
附
票
の
写
し
（
市
内
に
住
所
と
本

籍
が
あ
る
人
）
を
取
得
で
き
ま
す
。

利
用
時
間
は
、
午
前
6
時
30
分
か
ら

午
後
11
時
ま
で
で
、
現
在
、
市
役
所

に
設
置
し
て
い
る
自
動
交
付
機
よ
り

合
併
後
は
、
支
所
と
し
て
利
用
し
て

き
ま
し
た
が
、
旧
耐
震
基
準
の
建
物

で
あ
り
、
空
調
機
器
や
衛
生
設
備
の

老
朽
化
や
、
階
段
や
段
差
が
多
く
、

障
が
い
者
や
高
齢
者
に
と
っ
て
、
利

用
し
に
く
い
建
物
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。新

し
い
穂
高
支
所
は
、
鉄
骨
平
屋

建
て
延
べ
床
面
積
９
７
２
平
方
メ
ー

ト
ル
で
、
支
所
機
能
と
北
部
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
備
え
、
耐
震
性

な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
し
ま
し

た
。意

見
交
換
で
は
、
子
ど
も
た
ち
か

ら
豊
か
な
自
然
や
景
観
、
歴
史
・
文

化
を
再
発
見
し
た
こ
と
が
発
表
さ
れ

た
ほ
か
、
サ
ッ
カ
ー
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
モ
ー
ル
に
よ
る
地
域
振
興
な
ど
を

宮
澤
市
長
に
提
案
し
ま
し
た
。
児
童

会
副
会
長
の
水み
ず
ま間
拓た
く
と音
く
ん
は
「
将

来
、
働
き
や
す
く
活
気
の
あ
る
ま
ち

に
し
て
い
き
た
い
で
す
」
と
感
想
を

も
利
用
時
間
が
長
く
な
り
、
利
便
性

が
向
上
し
ま
し
た
。
サ
ー
ビ
ス
の
開

始
に
伴
い
、
自
動
交
付
機
は
、
平
成

29
年
9
月
ま
で
に
廃
止
さ
れ
ま
す
。

話
し
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
昨
年
４
月
か
ら
始

ま
っ
た
新
教
育
委
員
会
制
度
に
合
わ

せ
、
市
と
教
育
委
員
会
、
学
校
現
場

が
教
育
に
つ
い
て
課
題
を
共
有
し
、

よ
り
連
携
し
な
が
ら
教
育
行
政
を
進

め
て
い
く
た
め
、
本
年
度
か
ら
始
ま

っ
た
も
の
で
す
。

今
後
、
各
学
校
か
ら
の
要
望
な
ど

を
も
と
に
随
時
開
催
す
る
予
定
で

す
。

に
も
優
れ
て
お
り
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
に
よ
り
こ
れ
ま
で
よ
り
利
用
し
や

す
く
、
採
光
や
断
熱
な
ど
省
エ
ネ
に

も
配
慮
し
た
建
物
に
な
っ
て
い
ま

す
。
総
事
業
費
は
約
5
億
１
千
万
円

で
主
な
財
源
は
合
併
特
例
債
な
ど
で

す
。穂

高
支
所
の
完
成
に
よ
り
、
明
科

支
所
か
ら
始
ま
っ
た
4
支
所
の
整
備

事
業
が
完
了
し
ま
し
た
。

住民票の写しを取得する宮澤市長
児童と給食を食べる宮澤市長

しゅん工式の様子

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得
や
コ

ン
ビ
ニ
交
付
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

問
市
民
課
市
民
担
当

（
71
・
２
４
８
９　

71
・
２
５
０
３
）

表敬訪問 全国大会出場者

　全国大会に出場、または出場を前に市長を表敬
訪問した皆さんを紹介します。（敬称略）
７月 20日
第 33 回全国小学生ソフトテニス選手権大会
（山形県）
臼
う す い

井琥
こ は く

珀、髙
たかはし

橋伶
りょうすけ

介（穂高北小）、浅
あさかわ

川縁
え に し

心（穂高西小）

全国こどもチャレンジカップ第９回全国大会

（東京都）

山
やまもと

本愛
あい

（穂高商業高）、長
ながさき

崎有
あ り さ

莉沙（豊科北中）、青
あお

栁
やぎ

依
え り

莉、新
あ ら い

井花
か ほ

歩、宮
みやじま

島音
ね ね

子（穂高東中）、中
なかむら

村
千
ち お り

織、矢
や ぐ ち

口萌
も か

叶、内
うちやま

山菜
な お

緒、吉
よ し だ

田彩
あ や か

夏、山
やまもと

本咲
さ き

季、
胡
く る み

桃有
あ り さ

沙、玉
たまがわ

川乃
の あ

彩（穂高西中）、矢
や が さ き

ヶ崎朱
あ や か

花、
熊
く ま の

野礼
ら い む

紫、山
や ま だ

田優
ゆ う か

花（堀金中）、鵜
う が い

飼心
み ゆ

優、松
まつざわ

澤茉
ま

柚
ゆ り

里（豊科北小）、花
はなむら

村桜
さ き

咲
（豊科東小）、宮

みやざわ

澤優
ゆ き

希、青
あおやぎ

栁
采
と わ

和、西
にしざわ

澤樹
じ ゅ り

璃、山
やまもと

本優
ゆ あ ん

杏、
二
ふ た き

木優
ゆ い な

衣奈（穂高南小）、大
おおくら

倉
涼
す ず は

羽（穂高北小）、宇
う る が

留賀蓮
れ ん か

華、
寺
てらしま

島沙
さ あ や

彩、牧
まき

田
た

紗
さ わ

和、蓮
は す い

井
瑠
る な

菜、植
う え だ

田夏
な お

央（穂高西小）

表敬訪問した皆さん

出場にあたり決意を
述べる選手

表敬訪問した皆さん
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ア
ー
チ
ェ
リ
ー
教
室

年
齢
や
性
別
を
問
わ
ず
、
誰
で
も
手

軽
に
楽
し
め
ま
す
。
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
と

し
て
も
人
気
の
高
い
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
の

初
心
者
向
け
の
教
室
で
す
。

●
日
時　

9
月
17
日
（
土
）
～
11
月
5

日
（
土
）
午
後
1
時
30
分
～
3
時
30

分
（
全
5
回
・
土
曜
日
開
催
）

●
場
所　

高
家
ス
ポ
ー
ツ
広
場　

●
講
師　

村
上
正
之
さ
ん
（
県
ア
ー
チ

ェ
リ
ー
協
会
）

●
対
象　

中
学
生
以
上

●
定
員　

20
人
（
先
着
順
）

●
参
加
費　

７
０
０
円（
保
険
料
含
む
）

●
申
し
込
み　

8
月
22
日
（
月
）
か
ら

生
涯
学
習
課
へ
電
話
で
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。（
受
付
時
間
は
、
午
前
9

時
～
午
後
5
時
）

10
月
１
日
（
土
）
か
ら
公
共
施
設

予
約
シ
ス
テ
ム
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま

す
。
新
シ
ス
テ
ム
で
は
従
来
の
体
育
施

設
の
他
に
、
公
民
館
と
交
流
学
習
セ
ン

タ
ー
が
加
わ
り
ま
す
。

▽
体
育
施
設　

9
月
25
日
（
土
）
の
抽

選
予
約
入
力
か
ら
使
用
可
能
に
な
り

ま
す
。

▽
公
民
館　

10
月
１
日
（
土
）
か
ら
予

約
状
況
照
会
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

▽
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー　

10
月
１
日

（
土
）
か
ら
予
約
状
況
照
会
が
可
能

に
な
り
ま
す
。
平
成
29
年
4
月
1

ポ
ー
ル
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
講
習
会

両
手
で
ス
キ
ー
の
ス
ト
ッ
ク
に
似
た

ポ
ー
ル
を
持
っ
て
歩
く
、
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
で
す
。

●
日
時　

9
月
20
日（
火
）～
11
月
15

日（
火
）午
前
10
時
～
11
時
30
分

（
全
5
回
・
隔
週
火
曜
日
開
催
）

●
場
所　

市
内
5
地
域
（
予
定
）

●
講
師　

松
田
久
雄
さ
ん
・
逢
澤
玲

子
さ
ん
（
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
）

●
対
象　

一
般
成
人

●
定
員　

30
人
（
先
着
順
）

●
参
加
費　

１
回
１
４
０
円
（
保
険

料
含
む
）

●
申
し
込
み　

8
月
23
日
（
火
）
か

ら
生
涯
学
習
課
へ
電
話
で
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。（
受
付
時
間
は
、

午
前
9
時
～
午
後
5
時
）

第
４
回
安
曇
野
フ
ァ
ミ
リ
ー

ス
ポ
ー
ツ
カ
フ
ェ

ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
機
会
を
増
や
す
こ

と
を
目
的
に
開
催
し
ま
す
。第
4
回
は
、

「
夫
婦
（
ペ
ア
）
で
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ

教
室
」
で
す
。

日
か
ら
予
約
を
受
け
付
け
る
予
定
で

す
。

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
伴
い
現
行
シ
ス

テ
ム
の
10
月
以
降
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

予
約
を
停
止
し
ま
す
。
10
月
以
降
の
予

約
は
、
各
施
設
の
予
約
窓
口
へ
直
接
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
新
シ
ス

テ
ム
は
次
の
端
末
で
は
使
用
で
き
ま
せ

ん
。

▽
パ
ソ
コ
ン
（
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
Ｘ
Ｐ 

Ｓ
Ｐ
2
以
前
の
Ｏ
Ｓ
）

▽
携
帯
電
話
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
（
主

に
発
売
開
始
が
２
０
０
９
年
以
前
の

●
日
時　

9
月
11
日
（
日
）
午
前
9
時

～
正
午

●
場
所　

ほ
り
で
ー
ゆ
～
四
季
の
郷
マ

レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場

●
対
象　

夫
婦
（
ペ
ア
）

●
定
員　

25
組
50
人
（
先
着
順
）

●
参
加
費　

１
人
４
０
０
円
（
保
険
料

含
む
）

●
そ
の
他　

1
～
3
位
、
ホ
ー
ル
イ
ン

ワ
ン
な
ど
に
記
念
品
、
参
加
者
全
員

に
参
加
賞
が
あ
り
ま
す
。

●
申
し
込
み　

8
月
22
日
（
月
）
か
ら

堀
金
総
合
体
育
館
に
備
え
付
け
の
用

紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
窓
口

へ
申
し
込
む
か
、
ス
ポ
ネ
ッ
ト
常
念

事
務
局
、
ま
た
は
生
涯
学
習
課
ス
ポ

ー
ツ
推
進
担
当
へ
電
話
く
だ
さ
い
。

（
受
付
時
間
は
、
午
前
9
時
～
午
後

5
時
）

●
問
い
合
わ
せ　

堀
金
総
合
体
育
館
内

ス
ポ
ネ
ッ
ト
常
念
事
務
局
（

・

72
・
６
３
４
０
）

も
の
）

●
公
共
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム
Ｕ
Ｒ
Ｌ

uhttps://w
w

w
4.pf489.com

/
azum

ino/w
eb/

（
パ
ソ
コ
ン
）

uhttps://w
w

w
4.pf489.com

/
azum

ino/m
obile/

（
携
帯
電
話
）

uhttps://w
w

w
4.pf489.com

/
azum

ino/sm
artphone/

（
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
）

●
問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
推
進
担
当
（

71･

２
４
６
７　

71
・
２
３
３
８
）

料
理
研
究
家
を
講
師
に
迎
え
、
食
と

健
康
に
つ
い
て
学
ぶ
講
座
で
す
。

●
日
時　

9
月
13
日
（
火
）
午
後
１
時

30
分
～
3
時

●
場
所　

明
科
公
民
館　

講
堂

●
講
師　

横
山
タ
カ
子
さ
ん
（
料
理
研

究
家
）

●
参
加
費　

無
料

●
申
し
込
み　

不
要

貞享義民記念館　白鳥写真愛好会第 5回写真展

安曇野で越冬する白鳥たちのさまざまな姿をとらえた、40 点の写真作品を
展示します。
●日時　8 月 30 日（火）～ 9 月 11 日（日）午前 9 時～午後 5 時
（8 月 30 日は正午から、9 月 11 日は午後４時まで）
●場所　記念館企画展示室
●入館料　無料（常設展は有料）
●休館日　月曜日（月曜日が祝日の場合はその翌日）

ス
ポ
ー
ツ
教
室
等
の
参
加
者
募
集

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
推
進
担
当

71
・
２
４
６
７ 

７１
・
２
３
３
８

体
育
施
設
・
公
民
館
・
交
流
学
習

セ
ン
タ
ー
利
用
時
の
公
共
施
設
予

約
シ
ス
テ
ム
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
推
進
担
当

71
・
２
４
６
７ 

７１
・
２
３
３
８

明
科
公
民
館
健
康
づ
く
り
講
座

食
と
健
康
～
信
州
の
健
康
野
菜

で
毎
日
が
健
康
に
～

明
科
公
民
館
内
明
科
地
域
課
地
域
担
当

62
・
４
６
０
５ 

62
・
５
８
９
４

みらい企画展
市民「マイ・コレクション展」2期
～郷土を愛して交流を深めた歴史上の文人たち～

穂高交流学習センター「みらい」
481・3111　682・0966

市民の皆さんが所蔵する、安曇野にゆか
りある、あるいは関わりを持った文人など
の色紙や掛軸を展示公開します。
●日時　８月 23 日（火）～ 10 月 10 日（月）
●場所　穂高交流学習センター「みらい」

交流ギャラリー
●休館日　月曜日（月曜日が祝日の場合は

その翌日）、９月 20 日（火）、９月 23 日（金）

市民「マイ・コレクション展」
出展者募集

来年度以降に市民の皆さんが収集したコ
レクションや思い出の品などを出品してい
ただく、「マイ・コレクション展」を開催す
る予定です。自慢のコレクションを、紹介
してみませんか。
●対象　市内在住の人、団体
●内容　長期間にわたり収集したもの、今

では入手困難となった懐かしい味わいの
あるもの・思い出のあるもの、郷土の文
化に関するものなどのコレクション

●申し込み　9 月１日（木）から 11 月 30 日
（水）（必着）の間に、申込書に出品物の
写真を添付して、みらい窓口へ持参する
か郵送してください。申込書は、市ホー
ムページまたは、「みらい」・「きぼう」・「ひ
まわり」、各図書館で入手できます。

※採用結果は 12 月 15 日（木）までに、応
募者全員に連絡します。

●その他　応募書類は返却しません。搬入・
搬出日や展示方法は、相談の上決定します。

●提出先　〒 399-8303 安曇野市穂高 6765-2
　穂高交流学習センター「みらい」　マイ・

コレクション展担当

問貞享義民記念館 477・7550　677・7551
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季
節
の
家
庭
料
理
教
室

京
の
お
ば
ん
ざ
い
料
理
②

地
元
食
材
を
無
駄
な
く
使
っ
た
家
庭

料
理
を
学
び
ま
す
。

●
日
時　

9
月
2
日
（
金
）
午
前
10
時

～
午
後
0
時
30
分

●
場
所　

穂
高
会
館
調
理
実
習
室

●
内
容　

菊
花
づ
く
り
、
こ
ろ
柿
の
天

ぷ
ら
等

●
講
師　

高
瀬
美
幸
さ
ん

●
対
象　

市
内
在
住
ま
た
は
勤
務
の
人

●
定
員　

20
人
（
抽
選
）

●
参
加
費　

７
０
０
円（
食
材
費
含
む
）

●
申
し
込
み　

8
月
22
日
（
月
）・
23

日
（
火
）
に
穂
高
公
民
館
へ
電
話
で

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
受
付
時
間

は
、
午
前
9
時
～
午
後
5
時
）
※
参

加
決
定
者
に
は
後
日
通
知
し
ま
す
。

●
そ
の
他　

次
回
の
開
催
は
、
10
月
14

日
（
金
）
に
予
定
し
て
い
ま
す
。

自
然
環
境
講
座　

河
川
の
自
然
観
察
会

中
房
川
に
す
む
水
中
生
物
観
察
や
川

の
働
き
・
変
化
等
を
学
び
ま
す
。

●
日
時　

9
月
10
日
（
土
）
午
前
8
時

～
正
午
※
予
備
日　

24
日
（
土
）

●
集
合
場
所　

有
明
山
神
社
駐
車
場

（
穂
高
有
明
７
２
７
１
）
※
自
家
用

車
で
移
動
し
ま
す
。

作
品
を
読
み
合
う
会
を
月
１
回
開
催

し
ま
す
。
参
加
者
で
、
感
想
や
意
見
を

交
換
し
て
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時　

10
月
4
日
、
11
月
1
日
、
12

月
6
日
、
2
月
7
日
、
3
月
7
日

い
ず
れ
も
第
1
火
曜
日
（
１
月
は
休

み
）
午
後
１
時
30
分
～
3
時
30
分

●
場
所　

堀
金
図
書
館
第
2
学
習
室

●
対
象　

一
般

●
定
員　

15
人
（
先
着
順
）

●
参
加
費　

無
料
（
テ
キ
ス
ト
は
各
自

で
用
意
）

●
持
ち
物　

テ
キ
ス
ト
（
日
本
文
学
１

０
０
年
の
名
作　

第
10
巻
／
池
内

紀
・
川
本
三
郎
・
松
田
哲
夫
・
編
／

●
内
容　

次
の
地
点
の
河
原
で
観
察
会

を
行
い
ま
す
。
①
宮
城
大
王
橋
付
近

②
山
麓
線
鼠
穴
橋
付
近
③
立
足
中
房

大
橋
付
近
④
「
か
じ
か
の
里
公
園
」

付
近
（
解
散
）

●
講
師　

吉
田
利
男
さ
ん
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人　

川
の
自
然
と
文
化
研
究
所
理
事

長
）

●
対
象　

市
内
在
住
の
小
学
校
４
年
生

以
上
。
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
。

●
定
員　

20
人
（
先
着
順
）

●
受
講
料　

２
０
０
円
※
小
中
学
生
は

無
料

●
持
ち
物
等　

後
日
通
知
し
ま
す
。

●
申
し
込
み　

8
月
24
日
（
水
）
か
ら

26
日
（
金
）
に
、
穂
高
公
民
館
に
電

話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
受
付

時
間
は
、
午
前
9
時
～
午
後
5
時
）

初
心
者
パ
ソ
コ
ン
講
座
②

エ
ク
セ
ル
を
使
っ
た
簡
易
現
金
出
納

帳
を
作
成
し
ま
す
。

●
日
時　

9
月
13
日（
火
）～
16
日（
金
）

各
日
午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

●
場
所　

三
郷
公
民
館
会
議
室
１
０
１

●
講
師　

田
中
さ
お
り
さ
ん

●
対
象　

ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
Ｖ
ｉ
ｓ
ｔ
ａ

以
降
の
パ
ソ
コ
ン
で
２
０
０
７
以
降

の
Ｍ
ｉ
ｃ
ｒ
ｏ
ｓ
ｏ
ｆ
ｔ
エ
ク
セ
ル

新
潮
文
庫
）

●
申
し
込
み　

8
月
23
日
（
火
）
か
ら

堀
金
図
書
館
窓
口
、
ま
た
は
電
話
で

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
受
付
時
間

は
、
午
前
10
時
～
午
後
6
時
）

布
を
張
る
だ
け
で
簡
単
に
で
き
る
小

物
入
れ
を
作
り
ま
す
。

●
日
時　

8
月
27
日
（
土
）
午
前
10
時

が
入
っ
て
い
る
も
の
を
持
参
で
き
る

人
（
4
日
間
出
席
で
き
る
人
）

●
定
員　

10
人
（
先
着
順
）

●
受
講
料　

８
０
０
円
（
4
回
分
）、

そ
の
他
に
テ
キ
ス
ト
代
５
０
０
円

●
持
ち
物　

ノ
ー
ト
型
パ
ソ
コ
ン
（
マ

ウ
ス
含
む
）、
筆
記
用
具

●
申
し
込
み　

8
月
25
日
（
木
）
に
三

郷
公
民
館
へ
電
話
で
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。（
受
付
時
間
は
、
午
前
9
時

～
午
後
5
時
）※
詳
し
い
日
程
等
は
、

後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

料
理
教
室

季
節
に
合
わ
せ
た
料
理
や
包
丁
の
と

ぎ
方
も
学
び
ま
す
。

●
日
時　

9
月
23
日
（
金
）
午
前
9
時

30
分
～
午
後
0
時
30
分

●
場
所　

三
郷
公
民
館
調
理
実
習
室

●
内
容　

中
華
丼
、
お
吸
い
物
等

●
講
師　

高
橋
清
美
さ
ん

●
定
員　

24
人
（
先
着
順
）

●
参
加
費　

９
０
０
円
（
受
講
料
２
０

０
円
、
材
料
費
７
０
０
円
）

●
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
き
ん
・

ふ
き
ん
・
筆
記
用
具
・
包
丁
（
持
参

し
た
い
人
の
み
）

●
申
し
込
み　

8
月
31
日
（
水
）
に
三

郷
公
民
館
に
電
話
で
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。（
受
付
時
間
は
、
午
前
9
時

～
午
後
5
時
）

～
正
午

●
場
所　

豊
科
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー

「
き
ぼ
う
」
ホ
ー
ル

●
対
象　

小
学
生
以
上
～
一
般

●
定
員　

20
人
（
先
着
順
）　　

●
参
加
費　

無
料　

●
申
し
込
み　

8
月
21
日
（
日
）
か
ら

図
書
館
窓
口
・
電
話
で
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。（
受
付
時
間
は
、
午
前
10

時
～
午
後
6
時
）

お
す
す
め
の
一
冊

Ｉ
Ｑ
探
偵
ム
ー　

そ
し
て
、
彼
女
は

や
っ
て
き
た

深
沢
美
潮
／
著

紹介する人

長田　怜さん
（堀金小６年）

僕
が
紹
介
し
た
い
本
は
、「
Ｉ
Ｑ
探
偵

ム
ー
」
の
シ
リ
ー
ズ
で
す
。
今
回
は
シ

リ
ー
ズ
最
初
の
本
を
紹
介
し
ま
す
。

主
人
公
は
小
学
5
年
生
の
元げ
ん

と
幼
馴

染
の
瑠る

か香
。
元
と
瑠
香
の
通
っ
て
い
る

小
学
校
に
と
て
も
不
思
議
な
女
の
子

「
夢む

う羽
」
が
転
校
し
て
き
ま
す
。
美
少
女

で
勉
強
も
運
動
も
で
き
る
ム
ー
で
す
が
、

ポ
ー
カ
ー
フ
ェ
イ
ス
で
何
を
考
え
て
い

る
か
わ
か
ら
な
い
ミ
ス
テ
リ
ア
ス
な
女

の
子
。
元
と
瑠
佳
は
そ
ん
な
ム
ー
と
一

緒
に
学
校
で
起
こ
る
小
さ
な
事
件
や
町

内
で
起
こ
る
事
件
を
解
決
し
て
い
き
ま

す
。個

性
的
な
ム
ー
が
事
件
を
解
決
す
る

の
が
楽
し
く
て
大
好
き
で
す
。
シ
リ
ー

ズ
に
な
っ
て
い
て
、
た
く
さ
ん
の
話
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
だ
全
部

の
話
を
読
ん
で
い
な
い
の
で
、
ワ
ク
ワ

ク
し
な
が
ら
ム
ー
た
ち
の
活
躍
を
期
待

し
た
い
で
す
。

中央図書館映画上映会（入場無料）
『ソフテン』

＜上映時間：85分＞
●日時　9日（金） 開場18：30 上映19：00～

●場所　穂高交流学習センター「みらい」

　　　　多目的交流ホール

ドキドキ・ワクワクおはなし会
◇　中央図書館

　　おはなしのとびら　おはなしのへや

　　7・14・21・28 日（各水曜日）

	 10：30 ～（乳幼児以上対象）

◇　豊科図書館

　　ちいさいたんぽぽ　多目的室

　　16 日（金）	 11：00 ～（乳幼児対象）

　　おはなしたんぽぽ　多目的室

　　16 日（金）	 16：30 ～（幼児以上対象）

◇　三郷図書館

　　ポケットの会　三郷文化公園体育館 1 階会議室

　　10 日（土）	 10：30 ～（乳幼児以上対象）

◇　堀金図書館

　　おはなしのへや　絵本コーナー

　　27 日（火）	 10：30 ～（乳幼児以上対象）

	 16：30 ～（幼児以上対象）

　　おりがみのへや　絵本コーナー

　　28 日（水）	 16：30 ～

◇　明科図書館

　　ひまわりおはなし会　おはなしのへや

　　24 日（土）	 11：00 ～（乳幼児以上対象）

9月の図書館イベント

穂
高
公
民
館
の
催
し

穂
高
公
民
館
内
穂
高
地
域
課
地
域
担
当

82
・
５
９
７
０ 

82
・
３
９
９
０

三
郷
公
民
館
の
催
し

三
郷
公
民
館
内
三
郷
地
域
課
地
域
担
当

77
・
２
１
０
９ 
77
・
６
０
６
０

堀
金
図
書
館　

短
編
小
説
を
楽
し
む
会

堀
金
図
書
館

72
・
３
６
０
１ 

72
・
３
６
０
２

豊
科
図
書
館
チ
ャ
レ
ン
ジ
講
座

布
を
貼
っ
て
作
る
小
物
入
れ

豊
科
図
書
館

71
・
４
０
２
２ 

73
・
１
８
０
１

ふるさと常念の里講座第 2弾・拾ケ堰サイクリング参加者募集

　開削 200 年を迎えた拾ケ堰に沿って、往復約 30㎞を自転車で巡り、その歴史を学びます。
●日時　9 月 22 日（木）午前 8 時～午後 0 時 30 分（悪天候の場合中止）　
●場所　堀金支所　集合・解散　●コース　堀金支所～奈良井川取水口～梓川サイフォン出口～広域排水シ

ステム～下堀・穂高ウオッチマン～烏川の放水口～堀金支所
●講師　百瀬新治さん（豊科郷土博物館館長）　
●対象　市内に在住もしくは通勤・通学の小学校高学年以上で、サイクリングに自信のある人。（電動アシ

スト付自転車でも参加できます。）
●定員　20 人（先着順）●持ち物　自転車・飲み物を各自用意ください。
●申し込み　8 月 22 日（月）から 9 月 2 日（金）の間に、堀金公民館に電話で申し込みください。（受付時間は、

午前 8 時 30 分～午後 5 時）

堀金公民館内堀金地域課地域担当 472・5796　672・4900

布を張って作る小物入れ
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県
内
各
地
の
新
し
い
出
土
品
に
加
え

て
、「
土
偶
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
展
示

を
行
い
ま
す
。
市
内
の
明
科
廃
寺
や
北

村
遺
跡
の
縄
文
人
骨
の
展
示
も
あ
り
ま

す
。

●
日
時　

9
月
3
日
（
土
）
～
10
月
16

日
（
日
）

●
場
所　

郷
土
博
物
館
2
階
展
示
室

●
入
館
料　

大
人　

１
０
０
（
80
）
円

（　

）
内
は
20
人
以
上
の
団
体
料
金

中
学
生
以
下
・
市
内
在
住
の
70
歳
以

上
の
人
は
無
料

●
休
館
日　

月
曜
日
（
月
曜
が
祝
日
の

場
合
は
開
館
）・
9
月
20
日
（
火
）・

10
月
11
日
（
火
）

展
覧
会
関
連
イ
ベ
ン
ト

記
念
講
演
会
＆
ト
ー
ク

●
演
題　

北
村
遺
跡
人
は
ど
の
よ
う
な

人
々
だ
っ
た
の
か

●
講
師　

茂
原
信
生
さ
ん
（
京
都
大
学

名
誉
教
授
）

●
ト
ー
ク　

茂
原
信
生
さ
ん
・
平
林
彰

さ
ん
（
長
野
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ

ー
調
査
部
長
）

●
日
時　

9
月
10
日
（
土
）
午
後
１
時

30
分
～
3
時

●
場
所　

豊
科
公
民
館

●
定
員　

５
０
０
人
（
先
着
順
）

●
参
加
料　

２
０
０
円
（
資
料
代
等
）

●
申
し
込
み　

8
月
23
日
（
火
）
か
ら

9
月
9
日
（
金
）
ま
で
に
郷
土
博
物

館
へ
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
受
付
時
間
は
、
午
前
9
時
～
午
後

5
時
）

遺
跡
報
告
会

●
報
告
遺
跡　

▽
松
本
市
エ
リ
穴
遺
跡

▽
明
科
遺
跡
群
明
科
廃
寺

●
日
時　

10
月
1
日
（
土
）
午
後
１
時

30
分
～
3
時

●
場
所　

郷
土
博
物
館
2
階
学
習
室

●
定
員　

50
人
（
先
着
順
）

●
参
加
料　

１
０
０
円
（
資
料
代
等
）

※
別
途
入
館
料
が
必
要
で
す

●
申
し
込
み　

8
月
23
日
（
火
）
か
ら

9
月
30
日
（
金
）
ま
で
に
郷
土
博
物

館
へ
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
受
付
時
間
は
、
午
前
9
時
～
午
後

5
時
）

●
協
賛
展
示　
「
こ
の
目
で
見
た
い
！

４
０
０
０
年
前
の
縄
文
人
―
里
帰
り

し
た
明
科
北
村
遺
跡
出
土
の
縄
文
人

骨
―
」
は
11
月
6
日
（
日
）
ま
で
郷

土
博
物
館
１
階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー

ル
で
開
催
し
ま
す
。

臼
井
吉
見
と
出
身
地
を
同
じ
く
す
る

岩
波
茂
雄
を
顕
彰
す
る
風
樹
文
庫
を
訪

れ
、
友
の
会
と
共
催
で
文
学
館
の
活
動

を
研
修
し
ま
す
。

文
豪
臼
井
吉
見
を
知
る
き
っ
か
け
に

し
ま
せ
ん
か
。

●
企
画
　
臼
井
吉
見
文
学
館

●
日
時　

10
月
6
日
（
木
）
午
前
8
時

臼
井
吉
見
文
学
館
前
集
合（
日
帰
り
）

●
行
き
先　

風
樹
文
庫（
諏
訪
市
）ほ
か

●
定
員　

40
人
（
先
着
順
）

●
参
加
費　

６
０
０
０
円（
含
バ
ス
代
、

入
館
料
、
昼
食
代
、
保
険
料
）

※
当
日
集
金
し
ま
す
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

8
月
25

日
（
木
）
9
時
か
ら
、
朝
日
観
光
自

動
車
株
式
会
社
（
54
・
１
０
９
９
）

ま
た
は
臼
井
吉
見
文
学
館
へ
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
応
募
さ
れ
た
人
に
後

日
詳
細
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

潮う
し
お
し
ん
め
い
ぐ
う

神
明
宮
前
遺
跡
の
発
掘

市
教
育
委
員
会
で
は
6
～
７
月
に
明
科
東

川
手
の
潮
神
明
宮
前
遺
跡
の
発
掘
調
査
を
行

い
ま
し
た
。
調
査
区
は
「
明
科
高
校
入
口
」

交
差
点
の
南
東
で
、
調
査
面
積
は
約
２
０
０

平
方
メ
ー
ト
ル
で
す
。

今
回
の
調
査
で
は
、
平
安
時
代
中
頃
と

弥
生
時
代
後
期
の
集
落
跡
が
見
つ
か
り
ま
し

た
。
潮
神
明
宮
前
遺
跡
の
発
掘
調
査
は
今
回

で
３
回
目
と
な
り
、
こ
れ
ま
で
に
古
墳
時
代

後
期
の
古
墳
群
や
平
安
時
代
の
集
落
跡
が
確

認
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
平
安
時
代
の
集
落

跡
と
し
て
は
現
在
ま
で
に
35
棟
の
竪
穴
住
居

跡
が
確
認
さ
れ
、
市
内
有
数
の
平
安
時
代
集

落
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

遺
跡
の
発
掘
調
査
は
、
大
部
分
が
手
作
業

で
の
土
の
掘
削
で
す
。
炎
天
下
で
の
作
業
に

苦
労
し
ま
し
た
が
、
土
器
や
石
器
が
見
つ
か

る
と
そ
れ
ま
で
の
疲
れ
が
一
気
に
ふ
き
と
び

ま
す
。

再
発
見
！
安
曇
野
の
文
化   

そ
の
53

文
化
課
文
化
財
保
護
係

71
・
２
４
６
４ 

71
・
２
３
３
８発掘作業の様子

長
野
県
立
歴
史
館
巡
回
展

長
野
県
の
遺
跡
発
掘
２
０
１
６

豊
科
郷
土
博
物
館

72
・
５
６
７
２ 

72
・
７
７
７
２

臼
井
吉
見
文
学
館

ゆ
か
り
の
地
を
巡
る

臼
井
吉
見
文
学
館

 

72
・
６
７
４
３

安曇野の水を
見て・触れて・学ぼう！

安曇野水辺環境講座
五ヶ用水の歴史と環境を探る

問環境課環境政策係
471・2492　672・3176

明科の犀川左岸段丘を流れる
五ヶ用水は、江戸時代に完成した
犀川まで総延長 12 キロメートルに
及ぶ水路です。五ヶ用水の果たす
役割と着手から完成までの歴史を
探ります。
●日時　9 月 3 日（土）午前 8 時

45 分～正午
●場所　明科地域（バスで移動し

ます。少雨決行です。）
●講師　真島徳幸さん（明科いい

まちつくろうかい !!）
●対象者　市内在住の人
●定員　25 人（先着順）
●費用　無料
●内容　内川用水取水口から灌

かんがい

漑
水田、水路橋、犀川（流末）ま
でを講師による解説を交えなが
ら見学します。

●服装　運動ができる服装、運動
靴

●持ち物　飲み物
●申し込み　8 月 22 日（月）から

環境課へ電話で申し込みくださ
い。（受付時間は、午前 9 時～午
後 5 時）

三
さんかくじま

角島の自然を描く集い
問観光交流促進課ブランド推進担当

471・2053　672・1340

万水川などに囲まれた緑あふれ
る場所「三角島」。三角島ふるさ
との森プロジェクトでは、多くの
皆さんにこの場所の魅力と現状を
知っていただくため、スケッチ大
会を開催します。
●日時　9 月 11 日（日）午前 9 時

30 分～午後１時
●集合場所　三角島の橋の上
●講師　征矢野　久さん
●定員　30 人（小学生以下は保護

者同伴・先着順）
●参加費　大人 200 円（子どもは

無料）
●持ち物　水彩絵具一式
●その他　おやつにぬかくどおに

ぎり、ジュースとソフトクリー
ムが出ます。

●主催　三角島ふるさとの森プロ
ジェクト

●申し込み　8 月 22 日（月）から
9 月 9 日（金）までに、氏名、住所、
電話番号を明記し、ブランド推
進担当まで電話かファクスで申
し込みください。（受付時間は、
午前 9 時～午後 5 時）

アクアピア安曇野ふれあいデー
問下水道課維持管理担当

471・3182　672・3176

下水道について理解を深めてい
ただくため、「2016 アクアピア安
曇野ふれあいデー」を開催します。
●日時　9 月 10 日（土）午前 10 時

～午後 3 時（雨天決行）
●場所　アクアピア安曇野（犀川

安曇野流域下水道安曇野終末処
理場）

●内容　処理場見学、スタンプラ
リークイズ、子ども向けゲーム
コーナー、販売コーナー等

●参加費　入場無料
●問い合わせ　下水道課維持管理

担当または犀川安曇野流域下水
道事務所（473・6571）

昨年の見学会の様子

信州大学市民開放授業（後期）　問生涯学習課社会教育担当　471・2466　671・2338

信州大学では、大学の授業を一般市民（高校生を含む）の皆さんにも開放しています。
●期間　9 月下旬～平成 29 年１月下旬　●場所　信州大学各キャンパス　
●受講料　9,400 円（１授業科目）※異なる授業もあります。
●申し込み　後期授業開始日から 10 月 18 日（火）までの試聴期間内に授業を試聴の上、各キャンパスの受講

窓口で申し込みください。募集案内は各キャンパス受講窓口または信州大学ホームページから入手できます。
郵送を希望する場合は、請求者の郵便番号、住所、氏名を記載し、250 円切手をはった返信用封筒（角形 2
号封筒 33 × 24㎝）を同封し、「市民開放授業募集案内請求」と朱書の上、下記宛先に請求してください。

●問い合わせ・郵送先　信州大学学務部学務課教務グループ総合窓口　437・2870
　〒 390-8621　松本市旭 3-1-1　　uhttp://www.shinshu-u.ac.jp/general/extension-courses/
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健康

交通
＋プラス

●
ラ
ウ
ン
ド
ア
バ
ウ
ト
と
は

　

信
号
機
の
な
い
「
円
形
交
差
点
」

の
こ
と
で
す
。

●
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

　

昨
年
4
月
15
日
に
市
内
初
の
ラ
ウ

ン
ド
ア
バ
ウ
ト
が
開
通
し
１
年
あ
ま

り
が
経
過
し
ま
し
た
。
今
回
、
事
業

効
果
を
検
証
す
る
た
め
、
近
隣
住
民

や
近
隣
事
業
所
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
行
い
ま
し
た
の
で
結
果
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

※
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

●
78
㌫
が
「
通
行
し
や
す
く
な
っ
た
」

　

整
備
前
後
の
交
差
点
を
比
較
し
て

「
通
行
し
や
す
く
な
っ
た
」
が
78
㌫
、

「
安
全
確
認
は
し
や
す
く
な
っ
た
」

が
81
㌫
、「
安
全
に
な
っ
た
」
が
74

㌫
を
占
め
て
お
り
、
安
全
性
や
円
滑

性
が
向
上
し
た
も
の
と
判
断
で
き
ま

す
。

　
　

一
方
、「
通
行
し
て
い
る
と
き
に

危
険
を
感
じ
た
こ
と
が
あ
る
」
が
25

㌫
あ
り
、「
環
道
か
ら
出
る
際
に
ウ

イ
ン
カ
ー
を
出
さ
な
い
」「
環
道
優

先
ル
ー
ル
を
守
ら
な
い
」「
逆
走
し

乳
が
ん
「
自
分
は
大
丈
夫
…
」

と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

乳
が
ん
は
日
本
人
女
性
が
一
番
か
か

り
や
す
い
「
が
ん
」
で
す
。
日
本
人
女

性
の
12
人
に
１
人
が
一
生
に
一
度
は
か

か
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

自
己
検
診
や
市
で
行
っ
て
い
る
検
診

を
利
用
し
て
早
期
発
見
・
早
期
治
療
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

申
し
込
み
方
法
な
ど
詳
細
は
、
健
診

こ
よ
み
6
～
7
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、
健
康
推
進
課
ま
で
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
健
健
康
推
進
課
健
康
支
援
担
当

　

81
・
０
７
１
３　

81
・
０
７
０
３

●
早
期
発
見
・
早
期
治
療
が
鍵
！

乳
が
ん
は
早
期
発
見
で
適
切
な
治
療

を
す
れ
ば
、
95
㌫
以
上
の
人
が
治
癒
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
手
術
後
も
乳
房
を

温
存
（
形
を
残
す
こ
と
）
で
き
る
可
能

性
も
高
ま
り
ま
す
。
乳
が
ん
に
か
か
る

こ
と
よ
り
も
、「
発
見
が
遅
れ
る
こ
と
」

が
何
よ
り
怖
い
こ
と
な
の
で
す
。

●
早
く
見
つ
け
る
た
め
に
は
？　
　
　

「
定
期
的
な
専
門
家
に
よ
る
チ
ェッ
ク

＝
検
診
」
と
、「
月
に
1
回
の
セ
ル
フ

チ
ェ
ッ
ク
＝
自
己
検
診
」が
大
切
で
す
。

注
意
し
て
自
己
検
診
を
行
え
ば
、
5

ミ
リ
～
1
セ
ン
チ
の
小
さ
な
し
こ
り
も

見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

●
市
で
行
っ
て
い
る
検
診

「
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
診
」
と
「
乳

房
超
音
波
検
診
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

40
歳
以
上
を
対
象
と
し
た
「
マ
ン
モ

グ
ラ
フ
ィ
検
診
」
は
１
㌢
以
下
の
小
さ

い
が
ん
も
見
つ
け
ら
れ
る
優
れ
た
検
査

で
す
。
厚
生
労
働
省
で
は
、
2
年
に
１

度
の
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
診
を
推
奨
し

て
い
ま
す
。

乳
腺
が
発
達
し
て
い
る
30
代
の
人
に

は
、
年
代
に
あ
っ
た
検
診
と
し
て
「
乳

房
超
音
波
検
診
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

定
期
的
な
検
診
と
自
己
検
診
で
健
康

に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

て
く
る
車
が
い
る
」
と
い
う
意
見
が

多
数
を
占
め
ま
し
た
。

●
交
通
方
法
の
認
知
度
は
60
㌫

　

自
動
車
・
二
輪
車
の
3
つ
の
通
行

ル
ー
ル
（
時
計
回
り
の
一
方
通
行
・

環
道
内
の
走
行
車
両
優
先
・
環
道
か

ら
出
る
と
き
に
左
ウ
イ
ン
カ
ー
を
出

す
）
を
全
て
知
っ
て
い
る
人
は
60
㌫

に
と
ど
ま
る
こ
と
か
ら
、
通
行
方
法

の
周
知
が
求
め
ら
れ
る
結
果
と
な
り

ま
し
た
。

問
建
設
課
建
設
担
当

　

71
・
２
４
２
４　

72
・
３
５
６
９

市で行っている２つの乳がん検診 料金はいずれも 1,000 円
（市からの補助済）

ラ
ウ
ン
ド
ア
バ
ウ
ト
「
本
村
円
（
ま
ど
か
）」

利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

南
豊
科
駅

57

日本エフディ㈱
中堀

中堀公民館

本村コミュニ
ティセンター

南安曇農業高校

至大町

至松本

至
堀
金
支
所

本村  円

■■■安全・安心に利用していただくために、通行方法の確認をお願いします■■■
注意！　時計回り一方通行、環道優先、進入前徐行、環道を出る直前左ウインカー

エプロンは内輪差の大きい大型車が後輪を乗り上げて走行します。

●
通
行
方
法

▽
横
断
歩
行
者
が
優
先
で
す
。

▽
環
道
に
入
る
前
に
は
、
必
ず
徐
行

し
、
安
全
確
認
を
し
ま
す
。

▽
進
入
車
両
よ
り
も
、
環
道
を
走
っ

て
い
る
車
が
優
先
で
す
。

▽
環
道
か
ら
出
る
際
は
、
直
前
で
左

ウ
イ
ン
カ
ー
を
出
し
ま
す
。

▽
車
両
は
自
転
車
も
含
め
時
計
回
り

で
す
の
で
環
道
へ
の
出
入
り
は
必

ず
左
折
と
な
り
ま
す
。

●
禁
止
事
項　

反
対
回
り
や
駐
車
・

停
車
、
バ
ッ
ク

自
転
車
は
道
路
交
通
法
上
「
車
両
」
の
一

種
と
位
置
付
け
ら
れ
、
車
道
の
左
側
に
沿
っ

た
通
行
が
原
則
で
す
。

た
だ
し
、
小
学
生
（
13
歳
未
満
）
と
70
歳

以
上
、
身
体
の
不
自
由
な
人
は
歩
道
を
走
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
横
断
歩
道
は
、
自
転
車

か
ら
降
り
て
、
押
し
て
渡
り
ま
し
ょ
う
。

自
動
車
・
二
輪
車
の
走
り
方

自
転
車
も
環
道

左
側
を
左
回
り
に

歩行者の皆さんへ

横断歩道を渡るときは必ず
左右を確認し、車両が止まっ
てから渡りましょう。

乳房超音波検診（30歳以上対象）
　超音波をあて、乳房の内部の状態を調べます。

マンモグラフィ検診（40歳以上対象）

◆ 10月～ 11月に
　市内保健センターで実施
◆申し込み期間は 8月中

いわゆる乳房のレントゲンです。プラス
チック製の板と撮影台に乳房を挟んで、
レントゲンを撮ります。
◆ 6月～平成 29年 2月末の期間中に指
定医療機関で実施

自己検診の方法　～女性なら月 1 回の習慣に！～　
◆時期　閉経前：月経後１週間以内／閉経後：毎月同じ日にちに
◆方法
　～入浴前に鏡の前で～

①見る
　鏡の前で両腕を高く上げたり、
　両腕を腰にあてて乳房をよく見る
　　⇒ひきつれ、乳輪の変化等がないか？
～入浴中に浴室で～
②立って　または　座って　さわる
　調べる側の乳房と反対側の手で、
　腋の下から乳頭まで指をそろえ
　10円玉大の「の」の字を書くように
　まんべんなく指を動かす
　　⇒しこりや硬い部分はないか？

③乳首をしぼる
　⇒血液や色のついた分泌物はないか？

～おやすみ前にベットの上で～
　④あおむけに寝て　さわる
あおむけで寝て、調べる側の乳房と反
対側の手で腋の下から乳頭までを左記
と同様にさわる（胸の下に枕などを当
てると行いやすい）
　　⇒しこりや
　　硬い部分は
　　ないか？

「の」
の字を書く
ように

【長野県健康づくり事業団資料より】



1415 広報あづみの　2016.8.17 2016.8.17　広報あづみの

「山岳フェスタ 2016」（市山岳観光推進実行委員会主
催）が 7 月 9 日と 10 日の 2 日間、豊科南穂高の安曇
野スイス村サンモリッツで行われました。この催しは、
国民の祝日「山の日」（8 月 11 日）に合わせ、北アル
プスの山々や登山の魅力を知ってもらおうと行われた
ものです。

9 日は、山の魅力や厳しさをテーマにしたパネルディ
スカッションや安全登山講座などが行われたほか、山
岳写真の展示や登山グッズの販売、小中学生を対象に、
同じ色の足場を使って垂直の壁を登るボルダリング体
験など、多彩な催しが行われました。

初めてボルダリングを体験した上
うえはら

原大
だ い き

希くん（穂高
北小 3 年）は「疲れたけどゴールできて、とても楽しかっ
たです」と話しました。

市歌「水と緑と光の郷」を収録したディス
クオルゴールが市に寄贈され、受納式が 7 月
12 日、市役所で行われました。寄贈したのは、
ギターなどの楽器製造を手掛けるフジゲン株
式会社（上條啓水代表取締役社長・松本市）
です。オルゴールは、楽器製造技術を生かし、
市内の安曇野工場で熟練職人が音響などにこ
だわり 3 カ月掛けて製作。市役所１階東側ロ
ビーに設置され、午前 10 時と午後 3 時に市
歌や早春賦などの曲が奏でられます。

バレーボール・Ｖ・プレミアリーグ男子チー
ム「ジェイテクト STINGS」によるバレーボー
ル教室が、7 月 30 日と 31 日の 2 日間、堀金
総合体育館などで行われました。この教室は、
安曇野バレーボール交流会実行委員会が企
画。選手・コーチによる指導のほか、31日には、
県内出身選手と恩師による座談講演会が行わ
れました。市内三郷出身で日本代表の浅

あ さ の

野博
ひろ

亮
あき

選手は、子どものころを振り返り「当時身
に付けた最後まで諦めない心や技術が今の自
分に生きています。何より楽しんでプレーす
ることが大切です」と参加した会場の子ども
たちに呼び掛けました。

7/9・10　山岳フェスタ2016

7/12　市歌収録のディスクオルゴールが寄贈

7/30・31　ジェイテクトSTINGSバレーボール教室

「山の日」北アルプスの魅力を発信

オルゴールで市歌に親しんで

上達の秘訣は楽しむこと

エコファーマー認定書授与式が 7 月 21 日、
穂高有明の農産物加工・販売施設 Vif 穂高

（河
かわむら

村佳
よ し じ

次理事長）で行われ、同施設に出荷
する生産者 30 人が長野県知事の認定証を受
け取りました。この制度は、化学肥料や農薬
の使用量削減などに取り組む農業者を認定
するもので、認定を受けると認定マークを表
示して農産物を出荷することができます。河
村さんは「安全で安心な農産物の提供へ自信
を持って取り組みたい」と話しました。

国営アルプスあづみの公園（堀金・穂高
地区）の里山文化ゾーンで 7 月 23 日、「泥
リンピック」が行われ、県内外から約 30 人
が参加しました。この催しは、公園内の泥
田に親しんでもらおうと同公園が松本大学
の協力を得て企画したものです。当日は同
大学の学生たちが考えた宝探しゲームや鬼
ごっこなどの種目を、参加者は泥だらけに
なりながら楽しみました。

2 回目の参加となった山
や ま ぢ

路彩
あ お い

生さん（三郷
明盛）は「水が冷たくて気持ち良かったです。
障害物レースではみんなと競争したことが
楽しかったです」と話しました。

本年 3 月に大規模改修・耐震補強工事が完了した豊
科公民館大ホールのこけら落とし公演「青島広志のこ
んにちは！あづみのコンサート」が 7 月 17 日、同ホー
ルで行われました。

この日は、市にゆかりのある青島広志さんと山本知
ち

佳
か

さんら 4 人が出演。父親が堀金三田出身で、テレビな
どで活躍する作曲家の青島さんは、時折、ユーモアを
交えて曲目などを紹介し、堀金烏川出身のソプラノ歌
手の山本さんは「夏の思い出」などを歌いました。コ
ンサートの終わりには、豊科東小学校の児童がステー
ジに登り、市歌「水と緑と光の郷」を会場全員で合唱
しました。

ステージで歌った若林亜
あ ゆ

結さん（豊科東小 6 年）は
「緊張したけど上手に歌えました。ピアノも習ってい
るので、演奏を間近で見ることができ、勉強になりま
した」と話しました。

7/21　エコファーマー認定書授与式

7/23　国営アルプスあづみの公園　泥リンピック

7/17　豊科公民館大ホールこけら落とし公演

安全で安心な農産物を消費者へ
泥だらけで田んぼを楽しむ

安曇野ゆかりの音楽家が共演

市歌を全員で合唱（上）　曲の紹介をする青島広志さん（左下）
歌声を披露する山本知佳さん（右下）
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市
役
所
の
問
い
合
わ
せ
先

71
・
２
０
０
０
㈹  

71
・
５
０
０
０

（
穂
高
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー
を
除
く
）
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そ
ろ
え
て
県
住
宅
供
給
公
社
松
本
事

務
所
の
窓
口
へ
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
27
日
（
土
）、
28
日
（
日
）
も

受
付
可
能
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

県
住
宅
供
給
公
社
松

本
事
務
所
（

47
・
０
２
４
０　

47
・
８
９
０
２
）

新
規
就
農
者
住
宅
の
入
居
者
募
集
と

家
賃
補
助
制
度
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
対
象
者
共
通
事
項
】

市
内
で
就
農
し
て
5
年
以
内
の
農

業
者
、
ま
た
は
、
3
年
以
内
に
市
内
で

就
農
す
る
こ
と
が
確
実
な
農
業
研
修
者

で
、
農
業
経
営
に
意
欲
的
か
つ
現
実
的

な
営
農
計
画
を
持
ち
、
農
業
の
担
い
手

と
し
て
市
の
農
業
の
活
性
化
に
貢
献
す

る
こ
と
が
期
待
で
き
る
人

新
規
就
農
者
住
宅
入
居
者
募
集

●
募
集
内
容　

▽
１
戸　

三
郷
小
倉
３

４
８
２
番
地
４　

東
小
倉
Ｃ
棟

▽
種
別　

１
階
建
て　

2
Ｌ
Ｄ
Ｋ
（
バ

ス
・
ト
イ
レ
付
）

▽
家
賃　

月
額
１
万
5
千
円

▽
入
居
期
間　

原
則
5
年
間

●
申
し
込
み　

入
居
希
望
者
は
、
8
月

22
日
（
月
）
～
31
日
（
水
）（
土
日

を
除
く
）
午
前
8
時
30
分
～
午
後
5

時
、
農
政
課
集
落
支
援
担
当
へ
連
絡

く
だ
さ
い
。
応
募
多
数
の
場
合
は
、

営
農
計
画
書
等
で
入
居
者
を
決
定
し

ま
す
。

新
規
就
農
者
向
け
家
賃
補
助
制
度

市
内
の
民
間
賃
貸
住
宅
に
居
住
す
る

新
規
就
農
者
、
農
業
研
修
者
に
対
し
て

家
賃
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

●
対
象
者　

上
記
対
象
者
共
通
事
項
の

他
に
次
の
要
件
を
満
た
す
人

▽
自
己
の
居
住
の
た
め
に
3
親
等
内
の

親
族
以
外
の
者
と
賃
貸
借
契
約
し
た

者
●
補
助
額　

賃
借
料
月
額
2
万
円
以
上

の
賃
貸
住
宅
に
入
居
す
る
場
合
に
月

額
１
万
円

●
補
助
期
間　

3
年
間

●
申
し
込
み　

希
望
者
は
、
農
政
課
集

落
支
援
担
当
へ
連
絡
く
だ
さ
い
。

県
住
宅
供
給
公
社
で
は
、
県
営
住
宅

入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
内
容　

▽
空
き
家
募
集
（
10
月

１
日
に
入
居
が
可
能
な
住
宅
の
募
集
）

▽
補
欠
募
集
（
募
集
時
に
空
き
家
は
な

い
が
、
6
カ
月
以
内
に
空
き
家
が
出

た
場
合
の
募
集
）

●
応
募
資
格　

▽
県
内
に
在
住
ま
た
は

勤
務
し
て
い
る
人
▽
同
居
ま
た
は
同

居
し
よ
う
と
す
る
親
族
（
結
婚
予
定

含
む
）
が
あ
る
こ
と
（
単
身
の
場
合

は
2
Ｄ
Ｋ
ま
で
の
住
宅
）
▽
住
宅
に

困
っ
て
い
る
こ
と
▽
収
入
が
一
定
額

以
下
で
あ
る
こ
と
▽
申
込
者
と
同
居

者
が
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

●
募
集
団
地　

松
本
地
方
事
務
所
管
内

の
県
営
住
宅
（
詳
細
は
、
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
）

●
申
し
込
み　

8
月
22
日
（
月
）
か
ら

31
日
（
水
）
ま
で
に
、
必
要
書
類
を

午
後
5
時
）

日
本
遺
族
会
は
、「
戦
没
者
遺
児
に

よ
る
慰
霊
友
好
親
善
事
業
」
の
参
加
者

を
募
集
し
ま
す
。
大
戦
で
父
等
を
亡
く

し
た
戦
没
者
の
遺
児
を
対
象
と
し
て
、

旧
戦
域
を
訪
れ
、
慰
霊
追
悼
を
行
う
と

と
も
に
、
同
地
域
の
住
民
と
友
好
親
善

を
図
り
ま
す
。

●
参
加
費　

10
万
円
（
集
合
場
所
ま
で

の
往
復
交
通
費
、
帰
国
時
の
国
内
宿

泊
費
、
渡
航
手
続
手
数
料
等
は
別
途

必
要
）

●
参
加
資
格　

戦
没
者
の
遺
児

　

※
今
回
実
施
す
る
地
域
（
実
施
地
域

周
辺
の
公
海
上
で
の
戦
没
者
も
含
む
）

以
外
の
人
の
参
加
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
実
施
地
域　

実
施
地
域
お
よ
び
日
程

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
公
開
し
て

い
ま
す
。
詳
し
く
は
㈶
日
本
遺
族
会

事
務
局
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

▽
申
し
込
み
方
法
に
つ
い
て

　

長
野
県
遺
族
会　

〒
３
８
０
‐
０
９

２
８　

長
野
市
若
里
7
丁
目
１
‐
7

　

０
２
６
・
２
２
８
・
０
３
３
４

　

▽
日
程
等
に
つ
い
て

㈶
日
本
遺
族
会　

〒
１
０
２
‐
０
０

７
４
東
京
都
千
代
田
区
九
段
南
1
‐

6
‐
17

　

０
３
・
３
２
６
１
・
５
５
２
１

　

０
３
・
３
２
６
１
・
９
１
９
１

市
の
観
光
や
自
然
、
文
化
な
ど
を
宣

伝
す
る
Ｃ
Ｍ
（
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
）
作
品

を
応
募
く
だ
さ
い
。

●
作
品
内
容　

市
の
特
徴
を
表
現
し
た

30
秒
間
の
未
発
表
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
作

品
（
20
文
字
以
内
の
タ
イ
ト
ル
を
明

記
し
て
く
だ
さ
い
）

●
応
募
点
数　

１
団
体
１
点
ま
で

●
対
象
者　

各
種
団
体
、
市
民
、
勤
務

者
、
学
生
・
生
徒
な
ど

●
作
品
企
画　

家
庭
用
・
業
務
用
ビ
デ

オ
（
静
止
画
像
も
可
能
）

●
参
加
費　

無
料
（
制
作
費
は
応
募
者

負
担
）

●
申
し
込
み　

9
月
末
日
ま
で
に
作
品

を
添
え
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

市
で
ま
と
め
て
主
催
者
（
長
野
朝
日

放
送
）
へ
郵
送
し
ま
す
。

運
動
と
介
護
予
防
や
健
康
に
関
す
る

幅
広
い
知
識
を
身
に
付
け
、
実
践
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

今
後
、
堀
金
で
も
開
催
予
定
で
す
。

●
日
時　

10
月
3
日
（
月
）
か
ら
12
月

26
日
（
月
）
の
間
で
、
週
１
回
、
お

お
む
ね
月
曜
日
の
午
後
１
時
～
3
時

●
会
場　

明
科
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
あ
い
り
す
」

●
対
象　

市
内
在
住
の
お
お
む
ね
65
歳

以
上
の
人
（
関
節
疾
患
の
あ
る
人

は
要
相
談
。
医
師
か
ら
運
動
制
限

の
指
示
が
あ
る
人
は
参
加
で
き
ま
せ

ん
。）

●
内
容　

運
動
実
技
・
認
知
症
予
防
や

生
活
習
慣
病
予
防
・
口
の
健
康
な
ど
、

介
護
予
防
や
健
康
に
関
す
る
学
習
会

●
定
員　

20
人
（
先
着
順
）

●
参
加
費　

無
料

●
持
ち
物　

水
分
補
給
で
き
る
物
・
タ

オ
ル
な
ど

●
申
し
込
み　

8
月
22
日
（
月
）
か
ら

9
月
2
日
（
金
）
の
間
に
、
電
話
も

し
く
は
、
介
護
保
険
課
窓
口
（
１
階

�
番
窓
口
）で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
受
付
時
間
は
、
午
前
8
時
30
分
～

★広告掲載のお申し込みはエービーシー（株）（436・2111）まで

集

募県
営
住
宅
入
居
者
募
集

問
建
築
住
宅
課
住
宅
係

（

71
・
２
２
４
５ 
72
・
３
５
６
９
）

「
エ
ン
ジ
ョ
イ
シ
ニ
ア
！
実
践
お
た

っ
し
ゃ
塾（
明
科
）」参
加
者
募
集

問
介
護
保
険
課
介
護
予
防
担
当

（

71
・
２
４
７
４ 

71
・
２
５
０
３
）

ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ
大
賞
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ

作
品
を
募
集

問
秘
書
広
報
課
秘
書
広
報
担
当

（

71
・
２
４
０
０ 

71
・
５
０
０
０
）

新
規
就
農
者
住
居
支
援

問
農
政
課
集
落
支
援
担
当

（

71
・
２
４
２
９ 

71
・
２
５
０
７
）

慰
霊
友
好
親
善
事
業

問
長
寿
社
会
課
福
祉
政
策
担
当

（

71
・
２
２
５
３ 

71
・
２
３
２
８
）
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アース端子

アース線

８月は「電気使用安全月間」

　感電災害は夏場に集中して発生します。経済産業省では毎年 8 月を「電
気使用安全月間」として、電気の安全な使用を呼び掛けています。以下の
点に注意し、感電事故を防止しましょう。
①不良電気設備を使用しない。
②電気を正しく使用する。
③漏電遮断器を取り付ける。
問中部電気保安協会大町営業所　　40261・23・2012

※
専
門
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、
関
連
資

料
を
入
手
で
き
ま
す
。
一
般
選
考
に

応
募
す
る
場
合
は
、
応
募
前
に
最
寄

り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
各
種
援
護
措

置
に
つ
い
て
相
談
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

　

長
野
県
松
本
技
術
専
門
校
（
松

本
市
寿
北
７
‐
16
‐
１
（

58
・

３
１
５
８
）

uhttp://w
w

w
.pref.nagano.lg.jp/

　

m
atsugisen/

犬
と
の
信
頼
関
係
を
作
り
、
毎
日
を

安
全
で
楽
し
く
暮
ら
す
た
め
の
し
つ
け

方
を
学
び
ま
す
。

●
応
募
資
格　

次
の
条
件
を
満
た
す
人

▽
市
内
お
よ
び
近
隣
市
町
村
に
在
住

▽
県
動
物
愛
護
会
安
曇
野
支
部
会
員
で

あ
る
こ
と
（
開
校
日
に
入
会
可
能
。

年
会
費
１
０
０
０
円
必
要
）

▽
参
加
犬
の
年
齢
が
生
後
3
カ
月
以
上

で
あ
る
こ
と

▽
狂
犬
病
予
防
ワ
ク
チ
ン
や
各
種
予
防

ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
て
あ
る
こ
と

●
費
用　

５
０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代

含
む
）

●
定
員　

30
組
（
先
着
順
）

●
そ
の
他　

▽
開
校
日
は
犬
を
連
れ
て
こ
な
い
で
く

だ
さ
い
。

▽
犬
種
は
問
い
ま
せ
ん
が
、
１
家
族
１

頭
が
基
本
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み　

8
月
22

日
（
月
）
～
9
月
20
日
（
火
）
に
、

松
本
保
健
福
祉
事
務
所
内　

長
野
県

動
物
愛
護
会　

安
曇
野
支
部
事
務
局

（
40
・
１
９
４
３　

47
・
９
２
９

３
）
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

県
が
設
置
・
運
営
を
し
て
い
る
公
共

職
業
能
力
開
発
施
設
で
あ
る
松
本
技
術

専
門
校
で
は
平
成
29
年
度
入
校
生
を
募

集
し
ま
す
。

●
募
集
科
、
定
員　

▽
電
気
・
設
備
科

30
人
▽
自
動
車
整
備
科　

25
人
▽
建

築
科　

20
人

●
訓
練
期
間　

平
成
29
年
4
月
か
ら
平

成
31
年
3
月
の
2
年
間

詳
細
は
松
本
技
術
専
門
校
へ
問
い
合

わ
せ
い
た
だ
く
か
、
専
門
校
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

支
給
対
象
と
な
る
見
込
み
の
人
に
対

し
て
、
8
月
末
に
市
か
ら
申
請
書
を
郵

送
し
ま
す
。
2
つ
の
給
付
金
を
受
け
取

る
に
は
、
平
成
28
年
１
月
１
日
時
点
で

住
民
票
の
あ
る
市
町
村
へ
の
申
請
が
必

要
で
す
。
１
枚
の
申
請
書
で
一
緒
に
申

請
が
で
き
ま
す
。

●
提
出
書
類　

申
請
書
、
受
取
口
座
の

通
帳
等
の
写
し
、
運
転
免
許
証
、
健

康
保
険
証
の
写
し
な
ど

※
詳
細
は
通
知
で
確
認
い
た
だ
く
か
、

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
申
請
期
間　

9
月
1
日
（
木
）
～
平

成
29
年
2
月
1
日（
水
）（
消
印
有
効
）

●
注
意　

臨
時
福
祉
給
付
金
に
関
す
る

「
振
り
込
め
詐
欺
」
や
「
個
人
情
報

の
詐
取
」
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

申
請
内
容
に
関
し
て
市
か
ら
問
い

合
わ
せ
を
行
う
こ
と
が
あ
り
ま
す

が
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作
を
お
願
い
す
る

こ
と
や
、
手
数
料
の
振
り
込
み
を
求

め
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

不
審
な
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
場
合

は
、
す
ぐ
に
警
察
へ
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

●
制
度
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

厚
生
労
働
省　

2
つ
の
給
付
金
に
関

す
る
専
用
ダ
イ
ヤ
ル　

０
５
７
０
・

０
３
７
・
１
９
２

松
本
保
健
福
祉
事
務
所
で
は
、
ク
ロ

ー
ン
病
療
養
者
お
よ
び
そ
の
家
族
に
対

し
て
、
療
養
生
活
に
役
立
て
て
い
た
だ

く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
医
療
講
演
会

と
栄
養
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

9
月
3
日
（
土
）
午
後
１
時

30
分
か
ら
5
時
ま
で
（
午
後
１
時
か

ら
受
付
）

●
場
所　

松
本
保
健
福
祉
事
務
所　

測

定
室
（
松
本
合
同
庁
舎
2
階
）

●
内
容　

▽
栄
養
講
座
「
病
気
と
上
手

に
つ
き
あ
う
食
生
活
」
▽
医
療
講
演

会
「
ク
ロ
ー
ン
病
に
つ
い
て
～
診
断

と
治
療
～
」
▽
個
別
相
談

●
対
象　

ク
ロ
ー
ン
病
の
療
養
者
お
よ

び
そ
の
家
族

●
参
加
費　

２
０
０
円
程
度
（
調
理
材

料
費
）

●
そ
の
他　

個
別
相
談
は
予
約
制
で

す
。
事
前
に
申
し
込
む
か
、
当
日
受

付
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

松
本
保
健
福
祉
事
務

所
健
康
づ
く
り
支
援
課
（

40
・
１

９
３
８　

47
・
９
２
９
３
）

mm
atsuho-kenko@

pref.nagano.
lg.jp

集

募松
本
技
術
専
門
校
入
校
生
募
集

問
商
工
労
政
課
商
業
労
政
係

（

71
・
２
０
４
１ 

72
・
１
３
４
０
）

ク
ロ
ー
ン
病
療
養
者
に
対
す
る

医
療
講
演
会
と
栄
養
講
座

問
健
健
康
推
進
課
健
康
支
援
担
当

（

81
・
０
７
２
６ 

81
・
０
７
０
３
）

臨
時
福
祉
給
付
金
、障
害
・
遺
族
基
礎

年
金
受
給
者
向
け
給
付
金
の
申
請

問
長
寿
社
会
課
福
祉
政
策
担
当

（

71
・
２
２
５
３ 

71
・
２
３
２
８
）

秋
季「
愛
犬
し
つ
け
方
教
室
」

問
環
境
課
環
境
保
全
担
当

（

71
・
２
４
９
１ 

72
・
３
１
７
６
）

試験区分 受付期間 選考日 合格発表

推薦選考 10月 3日（月）
～21日（金） 10月28日（金）11月4日（金）

一般選考
（第１回）

11月 4日（金）
～21日（月） 11月28日（月）12月5日（月）

一般選考
（第２回）

12月16日（金）
～1月6日（金） 1月16日（月）1月23日（月）

内容 日時 開催場所

開校式（学科講習） 9月25日（日）
13：30～16：00 堀金支所3階会議室1

実技講習
※雨天の場合、翌
　土曜日

第１回 10月2日（日）
9:30～11:00

南安曇農業高校
第二農場日輪舎

（堀金烏川1773-2）

第2回 10月9日（日）
9：30～11：00

第3回 10月16日（日）
9：30～11：00

第4回 10月23日（日）
9：30～11：00

閉校式（実技演習）
※雨天の場合、翌土曜日

10月30日（日）
9：30～正午

種類 対象者 支給額

臨時福祉給付金

平成 28 年度の住民税が課税されてい
ない人で次の条件に当てはまらない
人。
▷対象者を扶養している人が課税され
ている
▷生活保護の受給者である等

1 人につき
3,000 円

障害・遺族基礎年金
受給者向け給付金

平成 28 年度臨時福祉給付金の給付対
象者のうち、障害基礎年金または遺族
基礎年金を受給している人。
ただし、今年度「高齢者向け給付金」

（３万円）が支給された人は、給付対
象になりません。

1 人につき
30,000 円

●募集日程等

●開催日程等

●対象者等

座

講

防衛省では特別職国家公務員「自衛官等」の受付および試験を実施します。
試験種目 応募資格 受付期間 試　験　日

陸上自衛官（看護） 男女 看護師免許を有し、保健師または助産師免許を
有する人（見込含）で 36 歳未満の人

９月 1日（木）から
９月30日（金）まで 11月26日（土）

防衛大学校学生

推薦

男女

高卒（見込含）21歳未満の、成績優秀かつ生徒会活
動等に顕著な実績を納め、学校長が推薦できる人 ９月 5日（月）から

９月 8日（木）まで

９月24日（土）・25日（日）

総合
選抜 高卒（見込含）21 歳未満の者

（自衛官は 23 歳未満）

１次　９月24日（土）
２次　10月29日（土）・10月30日（日）

一般
（前期）

９月 5日（月）から
９月30日（金）まで

１次　11月５日（土）・６日（日）
２次　12月６日（火）から10日（土）

防衛医科大学校医学科学生 男女 高卒（見込含）21 歳未満 ９月 5日（月）から
９月30日（金）まで

１次　10月29日（土）・10月30日（日）
２次　12月14日（水）から16日（金）

防衛医科大学校看護学科　
学生（自衛官候補看護学生）男女 高卒（見込含）21 歳未満 ９月 5日（月）から

９月30日（金）まで
１次　10月15日（土）
２次　11月26日（土）・11月27日（日）

問自衛隊長野地方協力本部松本地域事務所・広報センター『信濃』　436・2787 まで

自衛官等募集

厚生労働省給付金
キャラクター　
カクニンジャ

電気製品にはアース線（接地線）を
取りつけましょう

せ

ら

知

お
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▽
情
報
収
集
・
発
信　

ス
タ
ッ
フ
が
市

内
で
活
動
し
て
い
る
団
体
を
取
材
し

ま
す
。

　
　

取
材
内
容
に
つ
い
て
は
、
市
民
活

動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
「
く
る
り
ん
通
信
」
に
掲
載
し

ま
す
。

▽
講
座
の
開
催　

毎
月
開
催
し
て
い
る

「
く
る
り
ん
講
座
」
で
は
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
協
働
の
意
識
の
高
揚
や
市

民
活
動
団
体
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図

り
ま
す
。

第
3
回
く
る
り
ん
講
座
開
催

●
日
時　

8
月
28
日
（
日
）
午
前
9
時

30
分
～
11
時

●
場
所　

市
役
所
4
階
大
会
議
室
東

●
内
容　

▽
講
座
「
取
材
の
仕
方
、
分

か
り
や
す
い
記
事
の
書
き
方
」

　

講
師　

㈱
市
民
タ
イ
ム
ス
編
集
局
長

高
橋
輪
太
郎
さ
ん

●
対
象　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

●
参
加
費　

無
料

名
古
屋
税
関
で
は
、
終
戦
後
に
外
地

か
ら
の
引
き
揚
げ
の
際
に
税
関
な
ど
に

預
け
ら
れ
た
通
貨
や
証
券
等
を
返
還
し

て
い
ま
す
。
請
求
・
問
い
合
わ
せ
は
、

家
族
で
も
可
能
で
す
。
心
当
た
り
の
あ

る
場
合
は
気
軽
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

●
返
還
し
て
い
る
通
貨
・
証
券
等

▽
上
陸
地
の
税
関
、
海
運
局
に
預
け
ら

れ
た
通
貨
・
証
券
等

▽
帰
国
前
に
、
在
外
公
館
や
日
本
人
自

治
会
等
に
預
け
ら
れ
た
通
貨
・
証
券

等
の
う
ち
、
そ
の
後
日
本
に
返
還
さ

れ
た
も
の

▽
通
貨　

旧
日
本
銀
行
券
、
旧
日
本
軍

軍
票
等

▽
証
券
等　

支
那
事
変
割
引
国
庫
債

券
、
大
東
亜
戦
争
割
引
国
庫
債
券
等

●
問
い
合
わ
せ

財
務
省
名
古
屋
税
関　

監
視
部
監
視

通
関
部
門　

０
５
２
・
６
５
４
・

４
０
６
０

▽
名
古
屋
税
関
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

uhttp://w
w

w
.custom

s.go.jp/
nagoya/

10
月
1
日
以
降
に
着
工
す
る
住
宅
改

修
（
リ
フ
ォ
ー
ム
・
耐
震
化
付
帯
工
事
）

の
助
成
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
の
で
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

●
受
け
付
け
開
始
日　

9
月
1
日（
木
）

●
補
助
金
内
容
等

①
住
宅
改
修
工
事

対
象
工
事
金
額
20
万
円
以
上
の
10
パ

ー
セ
ン
ト
（
上
限
20
万
円
）

②
耐
震
化
付
帯
工
事

耐
震
補
強
工
事
以
外
の
工
事
金
額
50

万
円
以
上
の
20
パ
ー
セ
ン
ト
（
上
限

30
万
円
）

※
１
軒
の
住
宅
に
対
し
過
去
の
期
間
も

含
め
１
回
で
す
。

●
そ
の
他　

受
け
付
け
は
、
申
請
書
が

す
べ
て
整
っ
た
順
に
な
り
ま
す
。
書

類
に
不
備
が
あ
る
場
合
は
、
受
け
付

け
で
き
ま
せ
ん
。
申
請
受
付
期
間
中

で
も
予
算
枠
上
限
に
達
し
た
場
合

は
、
受
け
付
け
を
終
了
し
ま
す
。
制

度
内
容
の
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
商
工
労
政

課
商
業
労
政
係
ま
で
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

市
で
は
、
市
民
活
動
の
促
進
を
図
る

た
め
、
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

を
設
置
し
て
い
ま
す
。
穂
高
支
所
移
転

に
伴
い
、
8
月
1
日
（
月
）
か
ら
１
階

フ
ロ
ア
に
機
能
を
移
し
ま
し
た
。ぜ
ひ
、

活
用
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
登
録

団
体
の
活
動
や
市
内
で
行
わ
れ
る
イ
ベ

ン
ト
情
報
を
掲
載
し
て
い
き
ま
す
。

uhttp://azum
ino-skc.net/

事
業
の
紹
介

▽
相
談　

ス
タ
ッ
フ
が
常
駐
し
、
皆
さ

ん
の
活
動
に
対
す
る
悩
み
を
一
緒
に

解
決
し
ま
す
。

長
野
工
場
北
）

●
申
し
込
み　

各
支
所
地
域
課
窓
口
ま

た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
売
却
案

内
書
を
入
手
し
、
入
札
参
加
申
込
書

な
ど
関
係
書
類
に
必
要
事
項
を
記
載

の
上
、
期
限
ま
で
に
財
産
管
理
課
管

財
担
当
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
そ
の
他　

市
の
都
合
に
よ
り
延
期
ま

た
は
中
止
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

使
用
さ
れ
な
く
な
っ
た
中
古
の
公
用

車
を
一
般
競
争
入
札
に
よ
り
売
却
し
ま

す
。

▽
一
般
競
争
入
札
と
は　

入
札
参
加
者

が
価
格
を
競
い
合
っ
て
、
市
が
あ
ら

か
じ
め
定
め
た
最
低
入
札
価
格
以
上

で
最
も
高
い
価
格
を
つ
け
た
人
が
購

入
す
る
方
法
で
す
。
入
札
に
参
加
す

る
た
め
に
は
事
前
の
申
し
込
み
が
必

要
で
す
。
希
望
す
る
人
は
売
却
案
内

書
を
確
認
の
上
、
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。

●
申
込
書
受
付
期
間　

8
月
22
日（
月
）

～
9
月
21
日
（
水
）（
土
日
・
祝
日

を
除
く
）午
前
9
時
～
午
後
5
時（
必

着
）

●
入
札
書
受
付
期
間　

受
付
済
証
到
着

日
～
10
月
12
日（
水
）午
後
5
時（
必

着
）

●
開
札
日
時
・
場
所　

10
月
13
日
（
木
）

午
後
2
時
～　

市
役
所
3
階
共
用
会

議
室
３
０
７　

※
当
日
の
応
札
は
で

き
ま
せ
ん
。

●
公
用
車
公
開
場
所　

市
役
所
職
員
駐

車
場
（
安
曇
野
市
豊
科
５
０
５
０
番

地
9　

王
子
コ
ン
テ
ナ
ー
株
式
会
社

信州大学「地域戦略プロフェッショナル・ゼミ」受講生募集

　信州大学では、社会人の実践型課題解決リーダーを育成、「地域戦略プロフェッショナル・ゼミ」の受講生
を募集します。ゼミでは、信州の中長期的な地域課題をテーマに、実践力の育成を図ります。
●実施期間　10 月～平成 29 年 3 月　●場所　長野市、松本市等（各コースによって異なる）
●内容　中山間地域の未来学Ⅲ・芸術文化の未来学Ⅲ・環境共生の未来学Ⅲ
●定員　各ゼミ　最大 30 人（志望動機などにより選考）　●募集期間　9 月 5 日（月）まで
●受講料　20,000 円（全 15 回、全コース共通）※その他、実費がかかる場合があります。
●申し込み　詳細はホームページをご覧ください。　uhttp://www.shinshu-u.ac.jp/institution/areas/
●問い合わせ　信州大学産学官連携・地域総合戦略推進本部　437・2075　637・2076

市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
が

「
く
る
り
ん
広
場
」１
階
に
移
転

問
地
域
づ
く
り
課
ま
ち
づ
く
り
推
進
係

（

71
・
２
４
９
４ 

72
・
３
１
７
６
）

終
戦
当
時
、引
揚
者
の
皆
さ
ん
か
ら
お

預
か
り
し
た
通
貨
・
証
券
等
を
返
還

問
長
寿
社
会
課
福
祉
政
策
担
当

（

71
・
２
２
５
３ 

71
・
２
３
２
８
）

住す

ま
居い

る
応
援
制
度　

住
宅
改
修
・
耐
震
化
付
帯
工
事

後
期
分
受
付
開
始

問
商
工
労
政
課
商
業
労
政
係

（

71
・
２
０
４
１ 

72
・
１
３
４
０
）

市
有
財
産（
中
古
公
用
車
7
台
）を

売
却問

財
産
管
理
課
管
財
担
当

（

71
・
２
０
０
３ 

72
・
１
３
４
０
）

番号 車名 年式 走行距離 最低入札価格 形状
1 トヨタ　ハイエース H12 126,937㎞ 242,190 円 身体障害者輸送車
2 ニッサン　アトラス H13 16,725㎞ 104,830 円 消防車
3 ニッサン　アトラス H12 11,836㎞ 86,950 円 消防車
4 ニッサン　ダットサン H 7 3,134㎞ 55,840 円 消防車
5 ニッサン　アトラス H14 16,871㎞ 109,090 円 消防車
6 ニッサン　ホーミー H 5 61,264㎞ 59,980 円 ステーションワゴン
7 三菱　キャンター H 7 44,825㎞ 387,170 円 ダンプ

●売却車種等

●市県民税	 （2期）
●国民健康保険税	 （2期）
●後期高齢者医療保険料	 （5期）
●介護保険料	 （5期）
●水道料金	 （穂高・三郷地域）
●下水道料金	 （豊科・堀金・明科地域）

＝納期限は8月31日（水）＝

8月の納期
7 月分の空間放射線量

いずれの地点においても健康に影響のない値で
した。詳しくは市ホームページまたは担当課まで
問い合わせください。
問環境課環境保全担当　471・2491　672・3176

測定
結果

測定地点
（マイクロシーベルト／時間）

7/4（月） 7/11（月） 7/19（火） 7/25（月）

本庁舎（豊科） 0.06 0.08 0.07 0.08

せ

ら

知

お
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国
道
19
号
の
拡
幅
を
契
機
と
し
た
今

後
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
意
見
を
伺
い
ま
す
。

●
日
時　

9
月
2
日
（
金
）
①
午
後
3

時
～
5
時　

②
午
後
７
時
～
9
時

　

※
①
、
②
と
も
内
容
は
同
じ
で
す
。

●
場
所　

明
科
公
民
館 

講
堂

●
対
象　

明
科
地
域
に
お
住
ま
い
の
人

●
申
し
込
み　

不
要

市
議
会
9
月
定
例
会
を
次
の
と
お
り

予
定
し
て
い
ま
す
。
本
会
議
や
委
員
会

な
ど
は
ど
な
た
で
も
傍
聴
で
き
ま
す
の

で
、
気
軽
に
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、

本
会
議
の
ラ
イ
ブ
中
継
を
行
っ
て
い
ま

す
の
で
、
そ
ち
ら
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

な
お
、
会
期
日
程
な
ど
詳
し
く
は
、

議
会
事
務
局
へ
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く

か
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
会
期
（
予
定
）
8
月
23
日
（
火
）
～

9
月
16
日
（
金
）

●
時
間　

午
前
10
時
～

●
場
所　

市
役
所
3
階
議
場

土
地
や
建
物
の
相
続
登
記
や
、会
社
・

法
人
な
ど
の
設
立
登
記
、
裁
判
所
へ
の

提
出
書
類
の
作
成
な
ど
、
司
法
書
士
が

関
連
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
ま

す
。
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

●
日
時　

9
月
14
日
（
水
）

①
午
前
9
時
～
正
午

②
午
後
1
時
～
4
時

●
場
所　

市
役
所
2
階
相
談
室
２
１
１

●
定
員　

12
人
（
先
着
順
）

●
申
し
込
み　

9
月
7
日
（
水
）
か
ら

電
話
で
受
け
付
け
ま
す
。（
受
付
時

間
は
、
午
前
9
時
～
午
後
5
時
）

堀
金
地
域
の
中
堀
区
で
は
、
公
益
財

団
法
人
長
野
県
市
町
村
振
興
協
会
が
行

っ
て
い
る
「
地
域
活
動
助
成
事
業
」
を

活
用
し
、
机
や
イ
ス
等
の
地
区
公
民
館

の
備
品
・
設
備
を
整
備
し
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
市
町
村
振
興
宝
く
じ

（
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
）
の
収
益
金
を
財

源
と
し
て
お
り
、
宝
く
じ
の
社
会
貢
献

広
報
事
業
の
一
環
と
し
て
地
域
社
会
の

健
全
な
発
展
と
住
民
福
祉
の
向
上
を
目

的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

火
災
や
事
故
防
止
の
た
め
、
次
の
ル

ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
守
り
花
火
を
楽
し
ん

で
く
だ
さ
い
。

▽
花
火
に
記
載
さ
れ
て
い
る
注
意
事
項

を
必
ず
守
っ
て
遊
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
検
査
が
行
わ
れ
、
一
定
の
基
準
を
満

た
し
た
「
Ｓ
Ｆ
マ
ー
ク
」
の
つ
い
た

花
火
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
燃
え
や
す
い
も
の
が
周
囲
に
な
い
こ

と
を
確
認
し
て
遊
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
子
ど
も
が
花
火
で
遊
ぶ
場
合
は
、
必

ず
大
人
が
付
き
添
っ
て
く
だ
さ
い
。

▽
水
バ
ケ
ツ
等
で
消
火
の
準
備
を
し
て

く
だ
さ
い
。
万
が
一
、
火
災
と
な
っ

て
し
ま
っ
た
場
合
や
や
け
ど
な
ど
怪

我
を
し
て
し
ま
っ
た
場
合
は
１
１
９

番
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

▽
豊
科
消
防
署　

72
・
３
１
４
５

▽
穂
高
消
防
署　

82
・
３
２
６
２

▽
梓
川
消
防
署　

78
・
２
０
９
０

▽
明
科
消
防
署　

62
・
２
９
９
２

み
ど
り
の

　   

掲
示
板

第 5 回
～
豊
里
地
区
景
観
形
成
住
民
協
定
が

県
知
事
賞
を
受
賞
～

市
内
の
景
観
づ
く
り
住
民
協
定
団
体

の
一
つ
、
豊
里
地
区
景
観
形
成
住
民
協

定
（
金
子
三
郎
会
長
）
が
平
成
28
年
度

県
知
事
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

今
回
、
景
観
形
成
功
労
団
体
と
し
て

は
唯
一
の
受
賞
と
な
り
、
金
子
さ
ん
と

前
会
長
の
今
福
千
里
さ
ん
が
6
月
30
日
、

宮
澤
市
長
に
受
賞
を
報
告
し
ま
し
た
。

豊
里
地
区
景
観
形
成
住
民
協
定
は
、

長
野
冬
季
五
輪
を
機
に
豊
里
区
内
の
道

路
6
路
線
沿
い
の
地
権
者
を
中
心
に
締

結
。
区
民
と
協
力
し
な
が
ら
、
沿
線
の

美
化
や
独
自
の
看
板
規
制
な
ど
、
20
年

以
上
、
地
域
の
良
好
な
景
観
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
ま

し
た
。
金
子
さ
ん
は
「
受
賞
に
誇
り
と

責
任
を
感
じ
ま
す
。
今
後
は
若
い
世
代

に
活
動
を
つ
な
げ
て
い
き
た
い
」
と
話

し
ま
し
た
。

花壇作りの様子

受賞の様子

宝
く
じ
助
成
で
備
品
等
を
整
備

問
地
域
づ
く
り
課
ま
ち
づ
く
り
推
進
係

（

71
・
２
４
９
４ 

72
・
３
１
７
６
）

市
議
会
９
月
定
例
会
会
期
日
程

問
議
会
事
務
局
庶
務
係

（

71
・
２
１
５
６ 

71
・
２
１
５
０
）

司
法
書
士
に
よ
る

登
記
・
法
律
無
料
相
談

問
地
域
づ
く
り
課
市
民
相
談
室

（

71
・
２
４
９
６ 

72
・
３
１
７
６
）

花
火
は
ル
ー
ル
を
守
っ
て

楽
し
み
ま
し
ょ
う

問
危
機
管
理
課
消
防
防
災
係

（

72
・
６
７
６
９ 

72
・
６
７
３
９
）

第
４
回
明
科
駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り

懇
談
会

問
都
市
計
画
課
計
画
係

（

71
・
２
２
４
６ 

72
・
３
５
６
９
）

中堀区が整備した備品

談

相

災

防

資源物の品質検査で高評価を獲得！
問廃棄物対策課廃棄物対策担当（471・2490　672・3176）

市で回収したプラスチック製容器包装とペットボトルは、毎年品質検
査を実施しています。本年度行われた検査では、ペットボトルは総合評
価Ａランク、プラスチック製容器包装は 3 つある評価項目の中で 2 つの
項目においてＡランクという一番高い評価を受けることができました。

その一方で、資源物として不適切なものの混入も指摘されています。
今回の検査では乾電池・カミソリの刃が混入していました。これらが混
入していると作業員のけがや回収車両の爆発事故を引き起こす可能性が
ありますので、以下の表を参考に、適正な分別にご協力をお願いします。

【ペットボトル・プラスチック製容器包装の正しい出し方】
●ペットボトル

●プラスチック製容器包装

不適切なものの例 正しい出し方
中身が残っているもの 中を水で軽くゆすぎ、空にして出す。
ラベル・キャップ・シールがついている
もの

シールは剥がす。ラベル・キャップは
プラスチック製容器包装として出す。

塗料やインクがついていたり、加工され
たりしているもの もえるごみとして出す。

「プラマーク」があるもの
「PET マーク」があるものだけを出す。
「プラマーク」があるものはプラスチッ
ク製容器包装で出す。

不適切なものの例 具体的な品物の例 正しい出し方

プラスチック製の製品そのもの ビニールひも、ストロー、プラスチッ
ク食器、バケツ、プラモデルなど

容器包装ではないため、もえるごみとし
て出す。（大きなものは 40㎝四方より小
さく切断する）

プラスチック製ではないもの 紙製のカップ麺容器、紙製のヨーグル
ト容器など

「紙製容器包装のマーク」があるものは
紙製容器包装として出す。それ以外はも
えるごみとして出す。

「PETマーク」があるプラスチックボトル 飲料・酒類・調味料などのボトル ペットボトルとして出す。

汚れが落ちにくいもの 食用油のボトル、レトルト食品の袋、
チューブ類など もえるごみとして出す。（汚れを落とせ

ばプラスチック製容器包装で出せる）
汚れたままのもの 汚れたままのカップ麺容器、汚れたま

まのコンビニ弁当容器など

プラマーク

紙製容器包装のマーク

PETマーク

せ

ら

知

お
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要注意！ 詐欺による被害が多発しています！
問地域づくり課市民相談室　471・2496　672・3176
　市消費生活センター　471・2100

詐欺による被害が多発しています。今回は詐欺の手口と見破るポイントを紹介します。「自分は
だまされない！」と過信せず、周りの人に相談しましょう。身近な人に相談できない場合は安曇野
警察署や、市消費生活センターなどに相談しましょう。

還付金等詐欺
市役所や金融機関の職員をかたって、「医療

費の還付金があります」「健康保険料の還付金
があります」などと偽り、現金自動預け払い
機（ATM）を操作させて現金を振り込ませる
詐欺被害が多発しています。
▷被害防止対策
・市役所の職員が、医療費等の返金を ATM で

受け取るよう指示することはありません。
・多額の入出金は ATM ではなく金融機関の

窓口で行い、少しでも不審に思ったら、金融
機関職員に相談しましょう。

・「お金を返します」と言われても、一度は電
話を切って必ず誰かに相談しましょう。

入居権詐欺
商社社員や介護サービス会社社員を名乗り、
「介護施設の入所権が当たった」「入所希望者
のために名義貸しをしてほしい」等、架空の
権利等を譲ってほしいと連絡をし、その後別
の犯人から、「名義貸しは犯罪だ」「逮捕され
たくなければ支払いが必要だ」などと脅し、
動転している被害者がお金を請求された事
例が起きています。

▷被害防止対策
・身に覚えのない権利や請求には応じないよう

にしましょう。
・もうけ話やうまい話はまず疑い、周りに相談

しましょう。

▷見破るポイント！
犯人は…
・市役所職員、金融機関などの職員を名乗り、

お金に関わる話をします。
・ATM 機で医療費や税金等の還付金を受け

取るように指示します。
１つでも該当すれば、詐欺の可能性が高いで
す。

▷見破るポイント！
犯人は…
・「逮捕」「裁判」など圧力をかけ、多額の支

払いを命じます。
・「名義貸しのことは周りに黙っていてほし

い」「誰にもばれないように処理する」など、
１人で支払いをさせようとします。

１つでも該当すれば、詐欺の可能性が高いで
す。

☆被害に遭わないための心得５カ条
　　　①はっきり断る
　　　②うまい話はまず疑う
　　　③財産の内容を教えない
　　　④うかつに署名・押印はしない
　　　⑤迷ったらまず相談

各種情報
日＝日時　場＝場所　定＝定員　対＝対象者　費＝費用　持＝持ち物
申＝申し込み　問＝問い合わせ　受＝受け付けコーナー

名称 内容 日時・場所 定員・費用 申し込み・問い合わせ
市体協マレットゴル
フ初心者講習会

基本的な技術やルールを日本
マレットゴルフ協会の A 級公
認指導員が指導します。

日：９月５日（月）
時：午前８時 40 分～正午
場：豊科水辺公園マレット

ゴルフ場

定：15 人
対：一般市民
費：無料
持：筆記用具、マレットゴ

ルフのボール、スティック
※貸し出しも可能です。

申：赤羽且行さん（豊科マレ
ットゴルフ協会）472・
1594 または市体協事務局
488・3516
受：８月15日（月）～26日（金）

市体協バドミントン
初心者教室

バドミントンを始めたい人を
対象にした初心者教室です。
中信バドミントン協会の指導
員が基本的な技能やルール等、
ゲームを楽しめるまで指導し
ます。

日：９月１日（木）～ 29
日（木）の毎週木曜日　
午後７時～９時（計５回）
場：三郷文化公園体育館

定：各回 60 人程度
対：小学生以上の市民
費：300 円（１回のみの

参加でも 300 円）
持：運動のできる支度、

ラケット、飲み物、運
動靴

申：中村剛さん（三郷バド
ミントン連盟）　4090・
8728・9069
受：８月１日（月）～31日（水）

平日の午前９時～午後４時
の間に市体協事務局へ　
488・3516
当日会場でも受け付けます。

普通救命教室 消防署から認定書が発行され
る、普通救命の 3 時間講習で
す。万が一に備えてみません
か。運動のできる服装で参加
ください。

日：10 月 16 日（日）
時：午前９時～正午
場：豊科武道館柔道場

定：50 人
対：小学生以上の一般市

民
費：200 円（教材費）

申：柿本聡さん（市柔道協
会）4090・4158・7187
または市体協事務局 488・
3516
受：９月１日（木）～30日（金）

矯正展（刑務所作業
製品展示即売等）

刑務所に収容されている受刑
者の各種教育活動の写真パネ
ル展示や、刑務所作業製品の
展示即売を通じて、受刑者の
社会復帰に向けた取り組みを
紹介します。

日：9 月 9 日（金）～ 11
日（日）午前 10 時～午
後 4 時
場：コープながの安曇野豊

科店

対：一般市民 問：松本少年刑務所・首席矯
正処遇官（企画担当）榎本
健一さん　432・3093　
633・5807

安曇野吹奏楽団
第５回定期演奏会

２部構成で、吹奏楽オリジナ
ルの曲の他、聴きなじみのあ
る曲を演奏します。

日：９月４日（日）午後２
時～
場：豊科公民館ホール

対：一般市民
定：300 人
費：無料

問：安曇野吹奏楽団実行委員
波多腰さん　492・8424
mconcert-info@az-wind.com

第 12回マタニティー
と子育て中のパパ・マ
マのつどい in 安曇野

助産師や栄養士とともに、妊
婦疑似体験・分娩疑似体験・
沐浴体験・育児体験コーナー・
アロマハンドマッサージ・栄
養相談写真展「新しい家族の
誕生と絆」・安曇野地区助産師
PR 展を行います。

日：8 月 28 日（日）午後
１時～３時
場：豊科交流学習センター
「きぼう」

対：妊婦さんと子育て中
の家族
費：無料

問：（社）長野県助産師会安曇
野地区　石田さん　4090・
1869・8303　小松さん　
4080・6936・2068

公共職業訓練　建築
機械運転・パソコン
科　訓練生募集

小型移動式クレーン、玉掛け、
高所作業車運転、フォークリ
フトの技能講習、パソコン検
定の就職に役立つ資格を取得
できます。

日：（訓練期間）10 月 12
日（水）～ 12 月 9 日（金）
場：大北高等職業訓練校（大

町市大町 1058 ‐ 13）

対：求職者（普通自動車
免許取得者）
定：20 人
費：受講料無料

問：長野県松本技術専門校　
管理課　458・3158
申：応募の相談、申し込みは

最寄りのハローワークへ

第 16回安曇野平和祈
念音楽祭

昨年度市主催の平和のつどい
のビデオ上映や展示された広
島・長崎の原爆パネル、平和
をテーマに子どもが描いた絵
画とポスターを展示します。
音楽祭では、中信地区で活動
する 4 つのグループが歌声で
平和を祈念します。

日：【戦争と平和展】８月
27 日（土）、28 日（日）
午前 10 時～午後５時

【平和音楽祭】８月 28 日
（日）午後１時 30 分～４
時
場：【戦争と平和展】堀金

公民館　会議室１
【平和音楽祭】堀金公民
館　スタジオ２

定：【音楽祭】100 人
対：一般
費：無料

問：平和憲法を守る安曇野の
会　473・9330

75 周年記念　創元
展・長野巡回展・
長野支部展

75 周年記念創元展・長野県巡
回展を開催します。国立新美
術館で開催した創元展の中か
ら選抜された作品に支部員の
作品を加えた約 100 点を展示
します。

日：９月 13 日（火）～ 18
日（日）午前９時～午後
５時（最終日は午後２時
まで）
場：豊科近代美術館

費：入場無料 問：創元会長野県支部事務所
　三枝善彦さん　473・4782
　673・4782

親子キャンプ 自然の中で、のんびり一息つ
きませんか。子どもたちは家
族と離れてちょっと冒険。ス
タッフと１日思い切り遊びま
しょう。保護者の皆さんには
その間、自由に過ごしていた
だきます。保育スタッフ（高
校生以上、資格不問）も募集
中です。

日：９月 24 日（土）午前
９時～午後４時
場：子ども：国営アルプス

あづみの公園（堀金・穂
高地区）　大人：堀金公
民館、ほりでーゆ～四季
の郷

定：子ども30人（先着順）
費：大人 800 円、子ども

400 円（昼食、保険料含）
※入湯する人は別途必
要です。
持：野外活動ができる服

装、着替え（必要に応
じて）、水筒、雨具、保
険証、入浴道具（入湯
する人）※アレルギー
のある子どもは昼食

問・申：参加者氏名、性別（親
子ともに）、年齢（子どもの
み）、住所、電話番号を入力
の上、９月２日（金）まで
に下記アドレスまで申し込
みください。
子どもを虐待から守る会・
まつもと
mentry@hmpage.jp
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9月（September）の予定
9 月の各種相談　 …場所　 …問い合わせ　 …時間

８日（木）	（予約日：1日（木））・23日（金）（予約日15日（木））
場市役所 2 階　相談室 211
時 13：30～16：30　※ひとり 20 分
問市民生活部　市民相談室（℡71-2496・FAX72-3176）
※電話予約…予約日の9時～12時
※定員8人を超えた場合は抽選（先着順ではありません）
※係争中のもの、すでに弁護士に相談中の事項はお受けできません。

弁護士会による無料法律相談  要予約

介護相談　　　　時平日 8：30 ～ 17：00　

場問中央地域包括支援センター（市役所 1 階）
　　（℡72-9986・FAX71-2503）
場問北部地域包括支援センター（穂高支所内）
　　（℡81-0760・FAX82-6622）　
場問南部地域包括支援センター（三郷支所 1 階）
　　（℡77-4007・FAX77-4087）

子ども･ひとり親家庭･女性の相談 要予約
毎週月～金曜日　※ 19・22日は行いません。　時 8：30 ～ 17：00
場問子ども支援課家庭児童相談室（℡71-2265・FAX72-2065）

消費生活相談　時平日8:30～17:15 ※電話相談も可。

場問消費生活センター（市役所 2 階）
　　（℡直通71-2100、携帯090-5203-2011・FAX72-3176）
※消費者ホットライン（局番なし）188 番「嫌や！（イヤヤ！）」

9月の休日当番医 （変更になる場合があります。）長野県休日・夜間緊急医案内サービス　 0570-088199

８日（木） 場市役所 4 階　会議室 401　※生活相談も含む

８日（木） 場市役所 3 階　相談室 311

労働に関する相談　　　
9月の児童館の予定

･･･ 乳幼児対象　 ･･･ 参加費　休館日 ･･･ 日曜・祝日・13・15・16 日
※市内 9つの児童館は、安曇野市社会福祉協議会が指定管理者として運営しています。
　各事業の詳細は地域の児童館までお問い合わせください。
※キッズパークは就園前親子の皆さんが対象の登録制サークルです。

問商工観光部商工労政課（℡71-2041・FAX72-1340）
※ 1 回の相談時間 50 分で 3 枠。予約は前日の正午まで。
16日（金） 場市役所3階　相談室311　※ 40 歳代前半まで

わかもの就職サポート相談会　時13：30 ～ 16：30  要予約

４日（日） 11日（日） 18日（日） 19日（月）敬老の日 22日（木）秋分の日 25日（日）
古 川 医 院
82-4385［穂高］

古 川 整 形 外 科 医 院
82-8880［穂高］

平 林 医 院
62-2227［明科］

追 分 ク リ ニ ッ ク
82-2129［穂高］

村 山 医 院
82-2101［穂高］

堀 内 医 院
82-3324［穂高］

ふ じ も り 医 院
72-2011［豊科］

須 澤 ク リ ニ ッ ク
82-2993［穂高］

根 津 内 科 医 院
82-8382［穂高］

信濃内科循環器科医院
82-7722［穂高］

石 田 医 院
72-2766［豊科］

髙 橋 医 院
82-2561［穂高］

土 屋 ク リ ニ ッ ク
71-1811［豊科］

こうの内科循環器科
71-5881［豊科］

山 田 医 院
72-3207［豊科］

木 暮 医 院
77-2119［三郷］

白 木 医 院
77-2134［三郷］

赤津整形外科クリニック
76-3133［三郷］

天 野 歯 科 医 院
73-4182［豊科］

か え で 歯 科 医 院
82-4105［穂高］

ち か ぞ え 歯 科 医 院
88-7770［豊科］

い さ つ 歯 科 医 院
73-0648［豊科］

飯 田 歯 科 医 院
73-7618［豊科］

アルプス歯科クリニック
77-8901［三郷］

教育に関する相談

いじめ相談ホットライン	 時 8:30 ～ 17:15
毎週月～金曜日　※ 19・22 日は行いません。
場問教育相談室（豊科公民館内）（℡73-1624・FAX72-2204）
教育全般（子育て・学校生活・不登校・発達障害など）	 時 10:00 ～ 16:00

毎週月～金曜日　※ 19・22 日は行いません。
場問教育相談室（豊科公民館内）（℡72-2238・FAX72-2204）
※電話相談可。まずはお電話ください。

15日（木）　時13：00～15：00（相続・遺言手続・成年後見など）
場市役所 2 階　相談室 211・212
問長野県行政書士会松本支部（℡33-7166・FAX32-0151）
※開催日の2日前までにご予約ください。

行政書士による無料相談   要予約

心配ごと相談・行政相談　（★は行政相談を同時開催）

５日（月）・★ 26日（月）	 時 13：00～16：00
場堀金憩いの里うらら（℡73-5288・FAX73-5775）
６日（火）・★ 27日（火）	 時 13：00～16：00
場穂高地域福祉センター（℡82-2940・FAX82-9621）
７日（水）・★ 28日（水）	 時 13：00～16：00
場豊科ささえあいセンター「にじ」（℡72-3013・FAX72-5422）
８日（木）・★ 29日（木）	 時 13：00～16：00
場三郷福祉センター（℡77-8080・FAX77-8081）
９日（金）・★ 30日（金）	 時 13：00～16：00
場明科総合福祉センター「あいりす」（℡62-2429・FAX62-5025）
問心配ごと相談…上記へ
問行政相談…市民生活部　市民相談室（℡71-2496・FAX72-3176）

母乳・育児相談 ※母乳相談は要予約　時 9:30 ～ 11:00

	 1・15日（木）	場問穂高保健センター（℡81-0711・FAX81-0703）
	 8日（木）	場問三郷保健センター（℡81-0714・FAX81-0703）
	13・27日（火）	 場問堀金保健センター（℡81-0714・FAX81-0703）
	14・28日（水）	場問豊科保健センター（℡81-0713・FAX81-0703）
	 20日（火）	場問明科保健センター（℡81-0711・FAX81-0703）
※保健師・助産師・管理栄養士・栄養士・歯科衛生士が相談に応じます。
※児童館の育児相談については、左ページをご覧ください。

こころの相談

精神科医による精神保健相談  要予約 	 時 14:00 ～
ユニオンサポートセンターの相談会  要予約 	 時 18:00 ～ 20:00

中信労政事務所の相談会 	 時 13:00 ～ 16:00

1日（木）・5・12・26日（月）
場問松本保健福祉事務所（℡40-1938・FAX47-9293）

児童・思春期精神保健相談  要予約 	 時 14:00 ～

8・15日（木）
場問松本保健福祉事務所（℡40-1938・FAX47-9293）

精神科医による依存症相談  要予約 	 時 13:30 ～

2日（金）場問松本保健福祉事務所（℡40-1938・FAX47-9293）

 あずみ野断酒会	 時 19:00 ～ 21:00

7・14・21・28日（水）　※ 7・21 日は家族会

場豊科公民館 2 階和室
問健康推進課健康支援担当（℡81-0711・FAX81-0703）
※体験を語り合いながら断酒を目指します。

★南穂高児童館｢にこにこランド｣ TEL71-5150 FAX71-5152

	読み聞かせ	 5・12日（月）	 10：30 ～ 10：50
	子育て勉強会 	 9日（火）	 10：30 ～ 11：30

	 乳幼児救急法・AED講習会　 要予約 200円   定員：20組

	育児相談	 23日（金）	 10：30 ～ 12：00

★高家児童館 TEL・FAX72-5685

	 地域の知恵袋 	 10日（土）	 10：30 ～ 12：30
	飯ごう炊さん＆カレー作り　 要予約 100円   定員：70人　持ち物：エプロ
ン、三角きん、水筒、軍手、スプーン、大きめのタッパー

	キッズパーク 	13日（火）・14日（水）・15日（木）	 10：30 ～ 11：30
おやつ作り　 要予約 100円   対象：13日（火）は 2歳児以上、14 日（水）
は 1歳児、15 日（木）は 0歳児　定員：各 5組

	 読み聞かせ	 15・29日（木）	 11：00 ～
	 育児相談 	 16日（金）	 10：30 ～ 12：00
	キッズパーク 	27日（火）・28日（水）・29日（木）	 10：30 ～ 11：30
リトミック　 要予約   対象：27日（火）は 2歳児以上、28日（水）は 1歳児、
29日（木）は 0歳児　定員：各 5組	

TEL・FAX83-5494★穂高北部児童館

	読み聞かせ	 2・16日（金）	 11：00 ～ 11：20
	わらべうた 	 5・12日（月）	 11：10 ～
	みんなあつまれ！	 9日（金）	 10：30 ～ 11：30	 9 月生まれハッピーバースディ♡

	育児相談	 16日（金）	 10：30 ～ 12：00
	みんなあつまれ！	 26日（月）	 10：30 ～ 12：00

	 ヨガを楽しもう！　 要予約   定員：25組　持ち物：飲み物 ★三郷児童館 TEL76-0185 FAX76-０１８６

	読み聞かせ	 2・16日（金）	 11：00 ～ 11：20
	育児相談	 12日（月）	 10：00 ～ 12：00
	 ファミリーサポート登録会 	 16日（金）	 10：30 ～登録料無料　持ち物：印鑑

TEL・FAX82-2527★穂高西部児童館
	育児相談・身体測定	 2日（金）	 10：00 ～ 12：00	 ★身体測定は 10：30 ～ 12：00

	みんなあつまれ！ おはぎ作り	 23日（金）	 10：30 ～ 11：30
要予約 100円   定員：20組　持ち物：エプロン、三角きん、飲み物

	読み聞かせ	 26日（月）	 11：00 ～ 11：20
	キッズパーク	27日（火）・28日（水）・29日（木）	 10：30 ～ 11：30
身体を使った遊び　 要予約   対象：対象：27日（火）は2歳児以上、28日（水）は
1歳児、29日（木）は0歳児　定員：各10組

	おさがり会	 30日（金）	 10：30 ～ 11：10
出品者は 10：00から並べてください。

★堀金児童館 TEL71-2122・FAX71-2126

	 おさがり会 	 3日（土）	 11：00 ～ 11：30	 出品者は 10:45までにお越しください。

	キッズパーク 	 6日（火）・7日（水）	 10：30 ～ 11：30
	流しそうめん　 要予約   対象：6日（火）は2歳児以上、7日（水）は0・1歳児合同
定員：各5組　

	キッズパーク	 13日（火）・14日（水）15日（木）	 10：30 ～ 11：30
おやつ作り　 要予約   対象：13日（火）は2歳児以上、14日（水）は1歳児、15日
（木）は0歳児　定員：各5組

	 チャレンジタイム	 24日（土）	 10：30 ～ 11：30
	草木染め　	要予約 100円   定員 20組　対象：小学生

	育児相談・身体測定	 26日（月）	 10：00 ～ 12：00
	キッズパーク 	 27日（火）・29日（木）	 10：30 ～ 11：30
	うんどうかい　 要予約   対象：27日（火）は1歳児・2歳児合同、29日（木）は0
歳児　定員：各5組

★穂高中央児童館 TEL84-0762 FAX82-9621

	 ファミリーサポート登録会	 2日（金）	 10：30 ～	 登録料無料　持ち物：印鑑

	 育児相談・身体測定	 16日（金）	 10：30 ～ 12：00	 ★身体測定は 10：00 ～ 11：30

	読み聞かせ	 21日（水）	 11：00 ～ 11：20
	子育て勉強会	 30日（金）	 10：30 ～ 11：30
「ゆったり見守りしっかり支える子育て」　講師：荒深たつ子
要予約   定員：20組

★明科児童館 TEL62-2482 FAX62-1124

	幼児安全法 要予約   定員 30組	 2日（金）	 10：30 ～ 11：30
	 育児相談	 5日（月）	 10：30 ～ 12：00
	読み聞かせ 	 5日（月）	 11：00 ～ 11：20
	お花を飾ろう！	 14日（水）	 10：30 ～ 11：30
要予約 300円   定員 20組　

	 児童館祭り	 10日（土）	 10：00 ～ 12：30
 100円  対象：幼児親子～一般

	 読み聞かせ 	 15日（木）	 16：00 ～
	 対象：小学生　定員：20組

	キッズパーク	 27日（火）・28日（水）・29日（木）	 10：30 ～ 11：30
うんどうかい　 要予約 100円  対象：27日（火）は 2歳児以上、28日（水）
１歳児、29日（木）は 0歳児　定員：各 5組　

	 チャレンジタイム 水鉄砲あそび	 3日（土）	 10：30 ～ 11：30
	 対象：小学生　持ち物：タオル・ビーチサンダル・着替え

	キッズパーク	 6日（火）・7日（水）・8日（木）	 10：30 ～ 11：30
絵具あそび　 要予約   対象：6日（火）は2歳児以上、7日（水）は1歳児、8日（木）
は0歳児　定員：各5組

	 育児相談 	 9日（金）	 10：30 ～ 12：00
	読み聞かせ	 12日（月）	 11：00 ～
	 卓球教室 	 24日（土）	 14：00 ～ 15：00
	キッズパーク 	 27日（火）・29日（木）	 10：30 ～ 11：30
	うんどうかい　	要予約 100円   対象：27日（火）は 1歳児以上、29日（木）
は 0歳児　定員：各 5組　

	 チャレンジタイム 	 28日（水）	 16：00 ～ 17：00
	お月見だんご作り　	要予約 100円   定員 10組　対象：小学生　持ち物：
三角きん、エプロン

★豊科中央児童館 TEL・FAX72-0122

23日（金）場堀金公民館（堀金支所 3 階）
問法務局松本支局（℡32-2571・FAX32-2572）

人権よろず困りごと相談　時10：00 ～ 15：00 

※予約は前日の 17：00 まで

問商工観光部商工労政課（℡71-2041・FAX72-1340）
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本 　 庁 　舎	 〒399-8281	 長野県安曇野市豊科6000番地	 TEL 0263-71-2000	 FAX 0263-71-5000

穂 高 支 所	 〒399-8303	 長野県安曇野市穂高6658番地	 	 FAX 0263-82-6622

三 郷 支 所	 〒399-8101	 長野県安曇野市三郷明盛4810番地1	 	 FAX 0263-77-6060

堀 金 支 所	 〒399-8211	 長野県安曇野市堀金烏川2750番地1	 	 FAX 0263-72-4900

明 科 支 所	 〒399-7102	 長野県安曇野市明科中川手6824番地1	 	 FAX 0263-62-4747
古紙配合率 80％
再生紙を使用しています。

時間延長窓口9月6日（火）・20（火）
 （午後５時 15 分から８時まで）
休日開庁日9月25日（日）
 （午前８時 30 分から正午まで）
※転出入・転居等一部業務のみ取り扱い

ます。事前に問い合わせください。

人口と世帯 2016.8.1 現在（　）内は対前月比
人口　98,267 人（＋ 6）男 47,657 人（－ 9）女　50,610 人（＋ 15）
世帯　38,794 世帯（＋ 19）

市民大学講座（特別編）

金田一秀穂の

地心 よ い
日本語

“心地よい日本語”とは、時代に即して変化していく日本語に“正
しさ”を求めるのではなく、言葉に対して“通じる心地よさ”を
感じるかどうかが重要です。どんな日本語が“通じる心地よさ”
なのかを学びます。

■講師紹介
1953 年東京生まれ。日本語学の権威、金
田一京助を祖父に、同じく日本語学者で唱
歌や童謡、方言の研究で有名な金田一春彦
を父に持つ三代目。ハーバード大学客員研
究員などを経て、現在、杏林大学外国語学
部教授を務める。

関連イベント

金田一秀穂さんの著書を集めた「特

設コーナー」を、9月19日（月）ま

で穂高交流学習センター「みらい」

内中央図書館で開催しています。

９月10日（土）開催日

■時間　午後２時～３時 30 分（開場午後１時 30 分）

■場所　堀金総合体育館サブアリーナ
■対象　市内在住の人　■定員　400 人（抽選）

■入場　無料　

■申し込み
①郵便番号②住所③氏名④電話
番号（同時に２人まで申し込み
可能）を明記の上、はがき、フ
ァクス、または、電子メールで
申し込みください。※電話での
受け付けはしません。抽選結果
ははがきで通知します。

■申込期間
　８月 22 日（月）～ 31 日（水）
　（当日消印有効）
■問い合わせ・申し込み先

〒 399-8281（住所不要）
安曇野市教育委員会生涯学習課
471・2466　671・2338
mshogaigakushu@city.azumino.
nagano.jp

心

各支所への電
話は本庁舎か
ら転送します


